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那覇市議会





会議録目次

○　召集告示

○　会期及び日程

○　上程案件

（第３１号議案　市有地を売却処分することについて）

（第３２号議案　１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて）

（第３３号議案　鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて）

（第３４号議案　異型管類の購入契約を結ぶことについて）

（第３５号議案　工事請負契約の変更について）

（第３６号議案　工事請負契約の変更について）

（第３７号議案　工事請負契約の変更について）

（第３８号議案　工事請負契約の変更について）

（第３９号議案　市道路線の認定について）

○　上程案件処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４月２５日（招集日）

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程

○　開会・閉議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　会期決定

○　議案上程・提案理由の説明

（第３１号議案～３４号議案、委員会付託）

（第３１号議案　市有地を売却処分することについて）

（第３２号議案　１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて）

（第３３号議案　鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて）

（第３４号議案　異型管類の購入契約を結ぶことについて）

（第３５号議案～３８号議案

（第３５号議案　工事請負契約の変更について）

（第３６号議案　工事請負契約の変更について）

（第３７号議案　工事請負契約の変更について）

（第３８号議案　工事請負契約の変更について）

（第３９号議案　市道路線の認定について）

○　質疑

久高友敏議員

土木部長

○　委員会付託

○　第３９号議案（市道路線の認定について）委員会付託

○　散会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４月２７日（２日）

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　決議案上程・提案理由の説明

（決議案第２号沖繩の祖国復帰に関する要請決議）

仲本安一議員

○　表決

○　委員会審査報告

総務委員長（第３１号議案、市有地を売却処分することについて）

○　表決

○　委員会審査報告

建設委員長（第３２号議案、１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて）

（第３３号議案　鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて）

（第３４号議案　異型管類の購入契約を結ぶことについて）

○　表決

○　委員会審査報告

建設委員長（第３５号議案　工事請負契約を結ぶことについて）

（第３６号議案　　　　　　　〃　　　　　　　　）

（第３７号議案　　　　　　　〃　　　　　　　　）

（第３８号議案　　　　　　　〃　　　　　　　　）

○　質疑

黒潮隆議員

建設委員長

建設部長

○　表決

○　委員会審査報告書

建設委員長（第３９号議案　市道路線の認定について）

○　質疑

久高友敏議員

土木部長

○　表決

○　閉会








那覇市告示第５９号

１９６７年４月２２日




　第９１回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。




那覇市長　　西銘順治




記

１．日時　　　　　　１９６７年４月２５日（火）午前１０時

２．場所　　　　　　那覇市議会議場

３．付議事件

(1)　市有地を売却処分することについて

(2)　１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて

(3)　鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて

(4)　異型管類の購入契約を結ぶことについて

(5)　工事請負契約の変更について

(6)　工事請負契約の変更について

(7)　工事請負契約の変更について

(8)　工事請負契約の変更について

(9)　市道路線の認定について







第９１回那覇市議会臨時会会期日程計画







	自　１９６７年４月２５日

	｝

	３日間




	至　１９６７年４月２７日















	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	4

	25

	火

	本会議

	議案上程、説明聴取、質疑、委員会付託

	





	〃

	26

	水

	委員会

	付託事件の審査

	





	〃

	27

	木

	本会議

	議案上程、委員会審査報告、質疑討論、表決

	












	本会議　　　２日

	｝

	３日間




	委員会　　　１日


















第91回那覇市議会会議録







＝臨時会＝




上程案件







議案第３１号




市有地を売却処分することについて




　市有地を次のとおり売却処分するものとする。




１９６７年４月２５日提出




那覇市長　　　西銘順治




記




１　売却する土地の地番　　那覇市字安謝義理地原６８３番の１




２　売却する土地の地目地積　　宅地　１５０．０１平方メートル

（４５坪３合８勺）

３　契約金額　　　　　　　　　総額　３，８５７ドル３０セント

（坪当たり８５ドル）

４　売却の方法　　　　　　　　随意契約




５　契約の相手方　　　　　　　宮古平良市字西里１５３番地

本郷寿一










（提案理由）




　開南交番前から平和橋間の道路新設に伴い、立退者へ売却処分する必要があるので、この案を提出する。




（参考）

処分地見取図
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議案第３２号




１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて




　１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算のうち、次の予算については市町村自治法第１６８条の２の規定にもとづき１９６８年度に繰り越するものとする。




１９６７年４月２５日提出




那覇市長　　　西銘順治




記
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（提案理由）

　上記の予算は、１９６８年度の配水管布設工事用に使用する資材の購入であるが、納入期日が長期間を要するため、年度内に執行する見込みがないので、この案を提出する。






議案第３３号




鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて




　鋳鉄管の購入について、次のとおり契約を結ぶものとする。




１９６７年４月２５日提出




那覇市長　　西銘順治




記




１　契約の目的　　　　鋳鉄管の購入




２　契約の方法　　　　指名競争入札




３　契約金額　　　　　＄４４，６５１．００




４　納入期限　　　　　１９６７年７月３１日




５　契約の相手方　　　合資会社　　沖縄岩谷商会

代表者　　大浦太郎







（提案理由）

　１９６８年度水道事業計画の政府対応工事および自己資金工事に使用する資材を購入したいので、この案を提出する。







	水契第３５号




	１９６７年度







鋳鉄管の購入仮契約書




　物品購入するについて、買主那覇市長西銘順治（以下「甲」という。）と売主合資会社沖縄岩谷商会代表者大浦太郎（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　この契約の要項は、次のとおりとする。

(1)　品名、規格および数量　　別紙内訳書のとおり

(2)　契約金額　　　　　　　　＄４４，６５１．００

(3)　納入期限　　　　　　　　１９６７年７月３１日

(4)　納入場所　　　　　　　　那覇市水道部資材集積所

(5)　契約保証金　　　　　　　＄１，３４０．００

(6)　支払場所　　　　　　　　那覇市会計課

第２条　納入物品は、日本水道協会制定の水道用規格に適合するものとし、納入の際、日本水道協会の検査合格証を提出しなければならない。

２　特に指定した物品については、見本、仕様書または図面等によるものとする。

第３条　乙は、天災事変その他やむを得ない理由により期間内に物品を納入することができないときは、その理由を詳しく記して期限延長の願い出をすることができる。

第４条　乙は、納入の際、那覇市の定める納品書を提出しなければならない。

第５条　納入物品は、甲の定める検査に合格したものでなければならない。また検査に要する費用および検査のために変質し、変形し、消耗し、または破損したものはすべて乙の負担とする。

２　乙は、甲の指定する日時および場所において検査に立ち会うものとする。もし、立ち会いをしないときは、検査の結果につき異議を申し立てることができないものとする。

第６条　乙は、検査の結果不合格と決定した物品を遅滞なく引き取り、甲において定める期間内に代品を納入しなければならない。

第７条　物品の所有権は、甲が合格品と認め受領証を交付したときをもつて乙から甲に移るものとする。

２　前項の規定による所有権の移転前に生じた物品の亡失、破損等は、すべて乙の負担とする。ただし、甲の故意または過失による場合は、甲の負担とする。

３　物品の所有権移転後においても、その物品について乙の責に帰すべき重要なかしが発見された場合は、乙は甲の請求によりその物品を無償で修理し、または代替品を納入するものとする。

４　前項に規定する保証の期間は１か年とする。

第８条　納入物品の代金または保証金は、検収後乙の請求により甲が支払い、または還付するものとする。ただし、既納部分に対する代金の請求があつた場合は、納入高の１００分の９０以内に相当する代金を中間支払いすることができる。

第９条　乙は、期限内に物品の納入を終了しないときは、延滞日数１日につき遅延部分に対する代価１０００分の３に相当する遅延違約金を支払わなければならない。

第１０条　甲は、次の各号の一に該当する場合においては、契約を解除することができるものとする。

(1)　契約履行の着手を遅延したとき。

(2)　期限内に契約を履行しないときまたは履行の見込みがないと認めたとき。

(3)　契約解除の申出があつたとき。

(4)　契約の締結または義務の履行について不正の行為があつたとき。

(5)　この契約事項に違反したとき。

２　前項の規定によつて契約を解除したときは、保証金は市の所得とする。

３　契約を解除した場合においては、既納部分に対しその代金を支払い、未納部分については納品を受けないものとする。

第１１条　乙は、この契約から生じる権利義務を第三者に譲渡し、または担保に供することができないものとする。

第１２条　乙は、この契約条項のほか、那覇市条例「市有財産の取得管理および処分条例」および「工事その他の請負契約条例」を遵守するものとする。

第１３条　この契約は履行期間が両年度にまたがるため「市町村自治法第168条の２」の規定により予算の繰越議決を必要としまた「市町村自治法第175条第２項」および那覇市の「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例」第６条第２号の規定にもとづきそれぞれ那覇市議会において議決すべき事項であるので、議会の議決を得た時に一切の効力を生じ、この仮契約をもつて本契約とする。

　この契約を証するため本書２通作成し、双方が記名押印して各自その１通を所持する。




１９６７年４月２０日




甲　那覇市長　　西銘順治




乙　那覇市松山町２丁目１２０番地

合資会社　　沖縄岩谷商会

代表者　　大浦太郎




内訳書
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住所　　那覇市松山町２－１２０

沖縄岩谷商会

代表者名　　大浦太郎　　印






議案第３４号




異型管類の購入契約を結ぶことについて




　異型管類の購入について、次のとおり契約を結ぶものとする。




１９６７年４月２５日提出




那覇市長　　西銘順治







記




１　契約の目的　　　　異型管類の購入




２　契約の方法　　　　指名競争入札




３　契約金額　　　　　＄２０，０３５．００




４　納入期限　　　　　１９６７年７月３１日




５　契約の相手方　　　沖縄工業商事株式会社

社長　　伊豆見元貞




（提案理由）

　１９６８年度水道事業計画の政府対応工事および自己資金工事に使用する資材を購入したいので、この案を提出する。







	水契第３６号




	１９６７年度







異型管類の購入仮契約書




　物品購入するについて、買主那覇市長西銘順治（以下「甲」という。）と売主沖縄工業商事株式会社社長伊豆見元貞（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　この契約の要項は、次のとおりとする。

(1)　品名、規格および数量　　　別紙内訳書のとおり

(2)　契約金額　　　　　　　　　＄２０，０３５．００

(3)　納入期限　　　　　　　　　１９６７年７月３１日

(4)　納入場所　　　　　　　　　那覇市水道部資材集積所

(5)　契約保証金　　　　　　　　＄６０２．００

(6)　支払場所　　　　　　　　　那覇市会計課

第２条　納入物品は、日本水道協会制定の水道用規格に適合するものとし、納入の際、日本水道協会の検査合格証を提出しなければならない。

２　特に指定した物品については、見本、仕様書または図面等によるものとする。

第３条　乙は、天災事変その他やむを得ない理由により期限内に物品を納入することができないときは、その理由を詳しく記して期限延長の願い出をすることができる。

第４条　乙は、納品の際、那覇市の定める納品書を提出しなければならない。

第５条　納入物品は、甲の定める検査に合格したものでなければならない。また検査に要する費用および検査のために変質し、変形し、消耗し、または破損したものはすべて乙の負担とする。

２　乙は、甲の指定する日時および場所において検査に立ち会うものとする。もし、立ち合いをしないときは、検査の結果につき異議を申し立てることができないものとする。

第６条　乙は、検査の結果不合格と決定した物品を遅滞なく引き取り、甲において定める期間内に代品を納入しなければならない。

第７条　物品の所有権は、甲が合格品と認め受領証を交付したときをもつて乙から甲に移るものとする。

２　前項の規定による所有権の移転前に生じた物品の亡失、破損等は、すべて乙の負担とする。ただし、甲の故意または過失による場合は、甲の負担とする。

３　物品の所有権移転後においても、その物品について乙の責に帰すべき重要なかしが発見された場合は、乙は甲の請求によりその物品を無償で修理し、または代替品を納入するものとする。

４　前項に規定する保証の期間は１か年とする。

第８条　納入物品の代金または保証金は、検収後乙の請求により甲が支払い、または還付するものとする。ただし、既納部分に対する代金の請求があつた場合は、納入高の１００分の９０以内に相当する代金を中間支払いすることができる。

第９条　乙は、期限内に物品の納入を終了しないときは、延滞日数１日につき遅延部分に対する代価の１０００分の３に相当する遅延違約金を支払わなければならない。

第１０条　甲は、次の各号の一に該当する場合においては、契約を解除することができるものとする。

(1)　契約履行の着手を遅延したとき。

(2)　期限内に契約を履行しないときまたは履行の見込みがないと認めたとき。

(3)　契約解除の申出があつたとき。

(4)　契約の締結または義務の履行について不正の行為があつたとき。

(5)　この契約事項に違反したとき。

２　前項の規定によつて契約を解除したときは、保証金は市の所得とする。

３　契約を解除した場合においては、既納部分に対しその代金を支払い、未納部分については納品を受けないものとする。

第１１条　乙は、この契約から生じる権利義務を第三者に譲渡し、または担保に供することができないものとする。

第１２条　乙は、この契約条項のほか、那覇市条例「市有財産の取得管理および処分条例」および「工事その他の請負契約条例」を遵守するものとする。

第１３条　この契約は履行期間が両年度にまたがるため「市町村自治法第１６８条の２」の規定により予算の繰越議決を必要としました「市町村自治法第１７５条第２項」および那覇市の「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例」第６条第２号の規定にもとづきそれぞれ那覇市議会において議決すべき事項であるので議会の議決を得た時に一切の効力を生じこの仮契約をもつて本契約とする。

　この契約を証するため本書２通作成し、双方が記名押印して各自その１通を所持する。




１９６７年４月２０日




甲　那覇市長　　西銘順治




乙　那覇市美栄橋町１－１２

沖縄工業商事株式会社

社長　　伊豆見元貞




内訳書
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内訳書
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内訳書
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内訳書




[image: 画像]




住所　　那覇市美栄橋町一丁目十二番地

沖縄工業商事株式会社

代表者　　社長　伊豆見元貞




内訳書




[image: 画像]

内訳書




[image: 画像]




住所　　那覇市美栄橋町一丁目十二番地

沖縄工業商事株式会社

代表者　　社長　伊豆見元貞　　印






議案第３５号




工事請負契約の変更について




　第３次泊、安謝間公有水面埋立工事について、次のとおり契約を変更するものとする。




１９６７年４月２５日提出




那覇市長　　西銘順治




記




１　工事名　　　　　　　　第３次泊、安謝間公有水面埋立工事（１工区）

２　契約の相手方　　　　　那覇市字小禄８６３番地の１２

新垣建設代表者　　新垣堅忠

３　既定契約金額　　　　　１４２，１７０ドル

４　変更する契約金額　　　１４６，２５０ドル




（提案理由）

　設計変更に伴つて契約金額を変更する必要があるので、この案を提出する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第３６号

工事請負契約の変更について

　第３次泊、安謝間公有水面埋立工事について、次のとおり契約を変更するものとする。




１９６７年４月２５日提出




那覇市長　　西銘順治

記

１　工事名　　　　　　　　第３次泊、安謝間公有水面埋立工事（２工区）

２　契約の相手方　　　　　那覇市東町２丁目３４番地

大寛組代表者　　大浜実

３　規定契約金額　　　　　２０７，０００ドル

４　変更する契約金額　　　２２３，３９０ドル




（提案理由）

　設計変更に伴つて契約金額を変更する必要があるので、この案を提出する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第３７号

工事請負契約の変更について

　第３次泊、安謝間公有水面埋立工事について、次のとおり契約を変更するものとする。




１９６７年４月２５日提出




那覇市長　　西銘順治




記

１　工事名　　　　　　　　第３次泊、安謝間公有水面埋立工事（３工区）

２　契約の相手方　　　　　浦添村字牧港５０番地

株式会社南海土木代表取締役

玉那覇平孝

３　既定契約金額　　　　　３１２，０００ドル

４　変更する契約金額　　　３０５，８２０ドル




（提案理由）

　設計変更に伴つて契約金額を変更する必要があるので、この案を提出する。






議案第３８号




工事請負契約の変更について




　第３次泊、安謝間公有水面埋立工事について、次のとおり契約を変更するものとする。




１９６７年４月２５日提出




那覇市長　　西銘順治







記




１　工事名　　　　　　　　第３次泊、安謝間公有水面埋立工事（４工区）




２　契約の相手方　　　　　浦添村字牧港１２６２番地

合資会社大城重機代表者

大城永善

３　既定契約金額　　　　　２７７，５００ドル




４　変更する契約金額　　　４１４，７４０ドル










（提案理由）

　設計変更に伴つて契約金額を変更する必要があるので、この案を提出する。






議案第３９号




市道路線の認定について




　道路法（１９６５年立法第６４号）第６条第２項の規定に基づき市道の路線を次のとおり認定するものとする。




１９６７年４月２５日提出




那覇市長　　西銘順治







記




[image: 画像]










（提案理由）

　道路の整備を図り、一般交通の便益に供するため、市道路線の認定を必要とするので、この案を提出する。




参考図

[image: 画像]

沖縄の祖国復帰に関する要請決議

　沖縄が祖国日本より分断され、米国の施政下におかれてすでに２２年の長期に至つている。その間、沖縄県民はたえず祖国復帰を訴えつづけ本議会においても過去８回に亘り、その要請決議を行つてきたが、今日なおその実現をみないことは、沖縄県民の最も不満とするところである。

　沖縄は日本の国土であり、県民は日本国民でありながら日本国憲法に基づく基本的人権を等しく享受することなく、しかもその総意によらずして米国の軍事的植民地支配下におかれていることは世界に類例のない変則的なことでありそれは人類不遍の原理にもとるものである。

　沖縄をこのような地位においているのは対日平和条約第３条であるが日本が国連に加盟している現在その国土の一部たる沖縄を他国が統治することは主権平等、民族自決を原理とする国連憲章に違反し、条約第３条は今日すでに無効であり従つて米国の沖縄統治は不法にして不当であるといわざるをえない。

　米国は基地使用を目的として沖縄統治をつづけ、「極東に脅威と緊張が存在する限り沖縄を保有する」と言明しているが、昨今のベトナム戦争の激化に伴い沖縄の基地は防衛的でなく攻撃基地となつていることは周知の事実でありまた米国が沖縄に基地を保有すること自体、極東の緊張を激化させる要因となつている。

　そのために沖縄は報復爆撃を受けないということは何人も保証できないし、沖縄県民は常に生命と財産の危機に直面している状態である。

　このような情勢下では沖縄県民の真の福祉向上はありえないのであつて自治権の制限はもとより経済も不安定であり、将来に希望のもてる生活は営めないのである。

　いずれの国も自国のことのみに専念し他国を無視してはならない。そのことは自国の主権を維持するとともに相互の友好を保つことになる。

それ故に「異民族のいかなる善政よりも自治に勝るものはない」との立場から沖縄県民は、常に祖国復帰を訴えつづけて来たのである。

　よつて本議会は市民の総意を代表し日米両国政府が沖縄県民の悲願を理解し日本の主権を完全に回復させるために沖縄の祖国復帰が速かに実現する措置を講ぜられるよう強く要請する。

１９６７年４月２７日　　　　　　那覇市議会












第91回那覇市議会会議録







＝臨時会＝




上程案件

処理結果







第９１回那覇市議会（臨時会）処理結果




	○１９６７年４月２５日
	（午前１０時　１分開会）

	（午前１０時２９分散会）







１　本会議




本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	67

	4

	25

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	　9番議員

15番議員




	


	


	


	


	会期を定めることについて

	〃

	3日間




	


	


	


	31

	市有地を売却処分することについて

	市長

	総務委員会付託




	


	


	


	32

	１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて

	〃

	建設委員会付託




	


	


	


	33

	鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	


	


	


	34

	異型管類の購入契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	


	


	


	35

	工事請負契約の変更について

	〃

	〃




	


	


	


	36

	工事請負契約の変更について

	〃

	〃




	


	


	


	37

	工事請負契約の変更について

	〃

	〃




	


	


	


	38

	工事請負契約の変更について

	〃

	〃




	


	


	


	39

	市道路線の認定について

	〃

	〃








	○１９６７年４月２７日
	（午前１０時　３分開議）

	（午前１０時４７分閉会）







２　本会議




本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	67

	4

	27

	


	会議録の署名議員の指名について

	議長

	10番議員

16番議員




	


	


	


	決2

	沖縄の祖国復帰に関する要請決議

	24番

外26名

	原案可決




	


	


	


	31

	市有地を売却処分することについて

	市長

	同意




	


	


	


	32

	１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて

	〃

	原案可決




	


	


	


	33

	鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて

	〃

	同意




	


	


	


	34

	異型管類の購入契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	


	


	


	35

	工事請負契約の変更について

	〃

	〃




	


	


	


	36

	工事請負契約の変更について

	〃

	〃




	


	


	


	37

	工事請負契約の変更について

	〃

	〃




	


	


	


	38

	工事講負契約の変更について

	〃

	〃




	


	


	


	39

	市道路線の認定について

	〃

	認定
















第91回那覇市議会会議録







＝臨時会＝







４月２５日（火曜日）招集日





１９６７年第９１回那覇市議会会議録（臨時会）




○４月２５日（招集日）






○出席議員（２６名）





	　３番
	大浜長弘君
	１８番
	大山盛幸君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１９番
	又吉久正君


	　５番
	山川正平君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　６番
	儀間真祥君
	２１番
	金城重正君


	　７番
	瀬長フミ君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　８番
	黒潮隆君
	２３番
	喜久山朝重君


	　９番
	友利栄吉君
	２４番
	平良真次郎君


	１０番
	吉浜朝一君
	２５番
	高良一君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２６番
	比嘉佑直君


	１２番
	金城庄瑞君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１４番
	宮良永昌君
	２８番
	平良亀助君


	１５番
	久高友敏君
	２９番
	辺野喜英興君


	１６番
	仲本安一君
	３０番
	渡口麗秀君







○欠席議員（４名）





	　１番
	安見福寿君
	　２番
	椿秀義君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	１７番
	金城吾郎君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○説明員


	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	市長公室長
	城田清才君


	総務部長
	新里博一君


	財政部長
	当間重美君


	建設部長
	花城直政君


	土木部長
	金城秀仁君


	水道部長
	玉城定仁君


	秘書課長
	大浜用陽君


	総務課長
	武村盛秀君


	主計課長
	平山登君


	用度管財課長
	小松能勝君


	水道部総務課長
	新垣弘君


	土木課長
	具志堅友信君


	道路管理課長
	渡慶次道典君


	経済民生部長
	慶佐次盛宏君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	議事課長
	新垣襄二君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛宏君


	　
	　


	記録係長
	山城正信君


	記録係
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



１９６７年第９１回那覇市議会臨時会議事日程第１号

１９６７年４月２５日（火）午前１０時開議




第　１　会議録署名議員の指名について

第　２　会期を定めることについて

第　３　市有地を売却処分することについて

（市長提出議案第３１号）

第　４　１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて

（市長提出議案第３２号）

第　５　鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて

（市長提出議案第３３号）

第　６　異型管類の購入契約を結ぶことについて

（市長提出議案第３４号）

第　７　工事請負契約の変更について

（市長提出議案第３５号）

第　８　工事請負契約の変更について

（市長提出議案第３６号）

第　９　工事請負契約の変更について

（市長提出議案第３７号）

第１０　工事請負契約の変更について

（市長提出議案第３８号）

第１１　市道路線の認定について

（市長提出議案第３９号）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○会議に付した事件

第　１　会議録署名議員の指名について

第　２　会期を定めることについて

第　３　市有地を売却処分することについて

（市長提出議案第３１号）

第　４　１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて

（市長提出議案第３２号）

第　５　鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて

（市長提出議案第３３号）

第　６　異型管類の購入契約を結ぶことについて

（市長提出議案第３４号）

第　７　工事請負契約の変更について

（市長提出議案第３５号）

第　８　工事請負契約の変更について

（市長提出議案第３６号）

第　９　工事請負契約の変更について

（市長提出議案第３７号）

第１０　工事請負契約の変更について

（市長提出議案第３８号）

第１１　市道路線の認定について

（市長提出議案第３９号）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○議長（高良　一君）

　これより本日をもつて召集された１９６７年４月の第９１回那覇市議会臨時会を開会いたします。

　これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第１号のとおりであります。

諸般の報告をいたします。４月２４日付、那総総第３、１７８号「議案の送付について」及び那総総第３、１７９号「議案の説明者について」市長から文書は送付されておりました。

「議案」並びに「議案の説明者写し」は、お手元に配付してあります。

３月２８日付、那監第８号「出納検査の結果について」那覇市監査委員中山興忠他３名から１９６７年度２月分の例月出納検査の結果報告書が提出されておりましたので、写しをお手元に配付してあります。

４月１２日付、沖縄県祖国復帰協議会会長喜屋武真栄から４、２８月間行動に対する協力方お願いとして、「祖国復帰要請決議依頼」並びに「復帰行進に対する資金カンパ協力方について」文書が送付されておりましたので、去る２２日の議会運営委員会に諮問した結果、祖国復帰要請決議については、２７日の本会議において決議することに決定いたしました。

また資金カンパについては全員から１人１ドル当りカンパすることになつておりますので、御了承願います。

４月１４日付、沖縄市町村議会議長会会長金城香助から「立法院の議会正常化要請決議」の依頼文書が送付されておりましたので、議会運営委員会に諮問の結果、決議しないことに決定いたしましたので、御了承願います。

４月１０日付、沖縄肢体不自由児協会会長石原昌直から「肢体不自由児に車椅子を贈る運動」として慈善パーテイ券の頒布協力方依頼について文書が提出されておりましたので、後刻回覧いたします。

３月３１日付、石川市長平川崇から去つた２月１７日未明起つた石川市の大火に対し、本市議会から激励の打電並びに見舞金を贈呈したことについて、御礼状が送付されておりましたので、ご報告いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第１、「会議録署名議員の指名について」を議題にいたします。

本日の会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により議長において、久高友敏君、友利栄吉君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第２、会期を定めることについてを議題にいたします。

第９１回議会の会期日程につきましては、去る２２日の議会運営委員会に諮り、了承の上その案をお手元に配付してあります。

お諮りいたします。会期は、お手元の案のとおり４月２５日から３日間と定めることに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）

御異議ないものと認めます。よつて、会期は、４月２５日から２７日までの３日間と定めることに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第３、議案第３１号市有地を売却処分することについて、を議題として当局の議案説明を求めます。




○総務部長（新里　博一君）

　議案３１号「市有地を売却処分することについて」ご説明申しあげます。この案は、提案理由にも記載してありますとおり、開南交番前から平和橋間の道路新設に伴なう立退者へ安謝第２次埋立地の一部を、随意契約で処分するための議案であります。

　売却の主なる理由といたしましては、議案に示めす契約相手方が、この道路新設により、現在賃借中の土地のほとんどが道路に潰れ、また５３坪余の建物全部を撤去しなければならないため、その移転先として市有地の譲渡を強く要請しておりますが、その事情やむを得ないものがあり、また、道路の新設がスムースに進められる面も勘案してこの議案を提出した次第であります。よろしくご審議くださるようお願いいたします。




○議長（高良　一君）

　ただいまの当局説明に対し質疑に入ります。

（「質疑なし、委員会付託」というものあり）






○議長（高良　一君）

　質疑なしと認め本案についてはその審査を総務委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第４から日程第６までを一括上程し当局の説明を求めます。




○水道部長（玉城　定仁君）

　議案の説明に入ります前に議案第３３号にミス、プリントがございますのでまことに申しわけございませんが御訂正願います。

２頁の上の方、仮契約書第１条括弧３の納入期限の１９６７年３月３１とあるのを１９６７年７月３１日に御訂正願います。

　ただいま上程になりました議案第３２号、３３号、３４号はいづれも関連いたしますので、一括してご説明いたします。

議案第３３号、３４号でございますが、これは、去つた３月定例議会におきまして予算議決を得ました。次年度の配管工事用資材の購入契約議案でございます。

購入の方法につきましては、鋳鉄管と異型管類に分け、鋳鉄管は、共同商会、万弁舎貿易部、福山商事、沖縄岩谷商会の４社を指名。異型管類は、共同商会、万弁舎貿易部、福山商事、沖縄岩谷商会、沖縄工業商事、宮真商事、永山組第一産業の８社を指名のうえ、４月１７日に競争入札を行つたのであります。入札の結果、鋳鉄管につきましては沖縄岩谷商会代表者大浦太郎が、４４，６５１ドルで落札いたしたのであります。

また、異型管類につきましては、沖縄工業商事代表者伊豆見元貞が２０，０３５ドルをもつて落札いたしましたので、４月２０日おのおの仮契約の締結を行つたのであります。

これら契約につきましては、「市町村自治法第１７５条第２項」の規定および、市条例「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または住民の投票に付すべき契約に関する条例第６条第１項第２号」の規定にもとづき、議会の議決を必要とする契約でありますので、この案を提出するものであります。

なお、これら鋳鉄管と異型管類の納期は極力年度内に納品するよう接渉いたしたのでありますが、メーカーの受注量と製産量との関係によりまして、年度内の納品は不可能でありますので、納入期限は７月３１日までとなつております。したがいまして、これら購入契約額の６４，６８６ドルにつきましては、１９６８年度に予算を繰越すものとして、議案３２号でもつて、予算繰越し議案を提出するものであります。

　以上簡単ではありますが、なにとぞ、よろしくご審議のほどお願いいたします。




○議長（高良　一君）

　ただいまの当局説明に対して質疑に入ります。

（「質疑なし、委員会付託」というものあり）




○議長（高良　一君）

　質疑なしと認め議案第３２号、議案第３３号、議案第３４号についてはそれぞれその審査を建設委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第７から第１０までを一括上程し当局の説明を求めます。




○土木部長（金城　秀仁君）

　提案理由の説明の前にミス、プリントがございますので御訂正を願います。議案第３８号の提案理由のところの第１行目の設計変更にの次に（「伴」つて）の１字を挿入願います。

　議案第３５号から第３８号までの案件につきましては関連しますので一括して説明いたします。

１９６６年１２月１３日議会の議決を得まして１９６６年１２月に工事に着手し１９６７年４月３０日までに完成する予定で現在施工中でありますが、実際に施工してみますと１工区の矩形渠の床堀を普通土として設計したのでありますが、床堀してみますと硬石がでたために、その部分につきましては増額となりまた当初の道路幅員を１２メートルに計画してありましたが道路に支障をきたす鉄筋コンクリート造の家が撤去できずやむを得ず８メートルに計画変更したため、その部分につきましては減額となり差引４，０８０ドルの増額となつております。

また、２工区および３工区につきましては原設計の地盤高と実測による地盤高に差異が生じているため２工区につきましては、１６，３９０ドルの増額となり、３工区につきましては、６，１８０ドルの減額となつております。

４工区につきましては、原設計の仮護岸と埋土の一部に安謝川の水路がありますが、それらの地盤が泥土質のため予想以上に土量がふえまた水路と潮流のために埋土した土と仮護岸が流出したため、その部分について変更した結果１３７，２４０ドルの増額となつております。

　なにとぞよろしくご審議くださいますようお願いいたします。




○議長（高良　一君）

　ただいまの当局説明に対して質疑に入ります。






○久高　友敏君

　本員は建設委員会に所属していないのでこの４議案について質疑をいたしたいと思います。ただいまの部長説明は各工区の工事において３つの工区のうち１工区は減額になつて２つの工区は増額になつているということであり総体的には１５１，０００ドル余の増額になつているが、当初の計画、埋立総面積に差異が生ずるかどうか。これだけの金が増えるんだが当初の議決どおりの坪数、つまり借り入れの際の説明の中にも３万余坪の埋め立てができるというふうに説明されておりますが、これだけの工事をする上において、これだけの増額になつた場合、埋め立て坪数が増えるのか、それとも減るのか。






○土木部長（金城　秀仁君）

　お答えいたします。当初の議会で申し上げましたとおり総坪数においては１０５，５３５平方メートルで現在においても同じでございます。

面積においては差異はございません。




○久高　友敏君

　そうなりますと、借り入れの議案のときに１平方メートル２２ドル７０センントで処分すれば償還可能だというふうに説明されておりますが坪数においては増えないということになるとこの１平方メートル当りの単価が増えると考えるか。またこれはどのように算定しているか説明願いたいと思います。




○土木部長（金城　秀仁君）

　お答えいたします。当初の坪当りの単価は大体２９ドル４０セントの見当でございましたがただいまでは３４ドル１７セントの予定でございます。




○久高　友敏君

　ただいまの部長説明は坪であるのか、平方メートルであるのかはつきりしておりませんが議案説明では１平方メートルについて２２ドル７０セントというふうに説明されておりますが、そうなると坪当り約７５ドルになると本員は考えますがこの点についてはどうなんですか。建設部長の説明では１平方メートル２２ドル７０セントで処分すれば償還も４年で可能だというふうに説明されておりますがもう１回説明を願います。




○土木部長（金城　秀仁君）

　お答えいたします。ただいま申し上げました単価は坪当りでございます。当初は２９ドル４０セントただいまは坪当り３４ドル１７セントでございます。これはもちろん直接の工事費だけであつて銀行借り入れの利息、その他の雑費は入つておりません。






○議長（高良　一君）

　質疑を終結します。議案第３５号、議案第３６号、議案第３７号、議案第３８号についてはその審査をそれぞれ建設委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第１１、議案第３９号、市道路線の認定についてを議題として当局の説明を求めます。




○土木部長（金城　秀仁君）

　議案第３９号の市道路線認定について提案理由を説明申し上げます。

この道路は旧小禄村、大嶺、当間部落の住民が戦後土地を飛行場に接収されたため住居敷地として小禄村が市区計画し、集団部落を形成したが、終戦直後の町村財政は貧弱のため、道路の改修は十分でなく、１９６４年那覇市合併後政府の補助をもつて一応、道路排水工事がなされてありますが、坂道であり、降雨のたびごとに石粉の流失が甚だしく、毎年維持修繕に悩まされるとともに該道路は新部落内を縦貫する自動車交通道路であり将来も交通量が増大するものと思料されるところから１９６８年度政府補助事業に予定されております。

したがつて政府補助事業は認定路線のみに適用されるのでこの路線認定後でないと交付申請もできないので本件を提案するものであります。

　よろしく御審議下さるようお願いいたします。




○議長（高良　一君）

　ただいまの当局説明に対し質疑に入ります。

（「質疑なし、委員会付託」というものあり）




○議長（高良　一君）

　質疑なしと認め本案についてはその審査を建設委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　以上をもちまして本日の日程は終了いたしました。本日はこれをもちまして散会いたしまして来たる２７日午前１０時より再開いたします。






（午前１０時２９分　散会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




上会議録を調製し署名する




１９６７年４月２５日




議長　　　　　高良一君　　㊞
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署名議員　　　友利栄吉君　㊞
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１９６７年第９１回那覇市議会臨時会議事日程第２号

１９６７年４月２７日（木）午前１０時開議




第　１　　会議録署名議員の指名について







第　２　　決議案第２号　沖縄の祖国復帰に関する要請決議

（２４番議員平良真次郎他２６名提出）




第　３　　議案第３１号　市有地を売却処分することについて

（総務委員長審査報告）




第　４　　議案第３２号　１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて

（建設委員長審査報告）




第　５　　議案第３３号　鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて

（　　　　〃　　　　）




第　６　　議案第３４号　異型管類の購入契約を結ぶことについて

（　　　　〃　　　　）




第　７　　議案第３５号　工事請負契約の変更について

（　　　　〃　　　　）




第　８　　議案第３６号　工事請負契約の変更について

（　　　　〃　　　　）




第　９　　議案第３７号　工事請負契約の変更について

（　　　　〃　　　　）




第１０　　議案第３８号　工事請負契約の変更について

（　　　　〃　　　　）




第１１　　議案第３９号　市道路線の認定について

（　　　　〃　　　　）




○会議に付した事件







第　１　　会議録署名議員の指名について







第　２　　決議案第２号　沖縄の祖国復帰に関する要請決議

（２４番議員平良真次郎他２６名提出）




第　３　　議案第３１号　市有地を売却処分することについて

（総務委員長審査報告）




第　４　　議案第３２号　１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて

（建設委員長審査報告）




第　５　　議案第３３号　鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて

（　　　　〃　　　　）




第　６　　議案第３４号　異型管類の購入契約を結ぶことについて

（　　　　〃　　　　）




第　７　　議案第３５号　工事請負契約の変更について

（　　　　〃　　　　）




第　８　　議案第３６号　工事請負契約の変更について

（　　　　〃　　　　）




第　９　　議案第３７号　工事請負契約の変更について

（　　　　〃　　　　）




第１０　　議案第３８号　工事請負契約の変更について

（　　　　〃　　　　）




第１１　　議案第３９号　市道路線の認定について

（　　　　〃　　　　）






○副議長（辺野喜　英興君）

　これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配布してある議事日程第２号のとおりであります。

諸般の報告をいたします。４月２６日付、総務委員長、建設委員長から会議規則第７３条の規定により、委員会審査報告書が提出されておりました。

その写しは、お手元に配布してあります。

４月２６日付、２４番議員平良真次郎ほか２６名から、沖縄の祖国復帰に関する要請決議書が提出されておりました。

決議案は、お手元に配布してありますので、後刻御審議願います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第１、会議録署名議員の指名についてを議題といたします。本日の会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により議長において、仲本安一君、吉浜朝一君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第２、決議案第２号、沖縄の祖国復帰に関する要請決議を議題といたします。提案者の説明を願います。






○仲本　安一君

　ただいま上程になつております決議案第２号沖縄の祖国復帰に関する要請決議についての提案理由の趣旨を説明いたします。

祖国復帰については那覇市民をはじめ沖縄全県民の等しく願うところであります。そして、また沖縄は不幸にして１８年前の４月２８日に対日平和条約第３条が発効しそれに基いて祖国日本より切り離されアメリカの支配下におかれております。その２８日をあすに控えまして沖縄県祖国復帰協議会会長喜屋武真栄氏から那覇市議会においても祖国復帰の要請決議をしていただきたいという趣旨の文書がまいりまして議会運営委員会において審議いたしましたところ、それを了として次のようなただいまお手元に配布されておる決議案が議会運営委員会の原案として全会一致了承されました。これを朗読したいと思つております。

「沖縄の祖国復帰に関する要請決議」、沖縄が祖国日本より分断され、米国の施政下におかれてすでに２２年の長期に至つている。その間、沖縄県民はたえず祖国復帰を訴えつづけ本議会においても過去８回に亘り、その要請決議を行つてきたが、今日なおその実現をみないことは、沖縄県民の最も不満とするところである。

沖縄は日本の国土であり、県民は日本国民でありながら日本国憲法に基づく基本的人権を等しく享受することなく、しかもその総意によらずして米国の軍事的植民地支配下におかれていることは世界に類例のない変則的なことでありそれは人類不遍の原理にもとるものである。

沖縄をこのような地位においているのは対日平和条約第３条であるが日本が国連に加盟している現在その国土の一部たる沖縄を他国が統治することは主権平等、民族自決を原理とする国連憲章に違反し、条約第３条は今日ではすでに無効であり従つて米国の沖縄統治は不法にして不当であるといわざるをえない。

米国は基地使用を目的として沖縄統治をつづけ、「極東に脅威と緊張が存在する限り沖縄を保有する」と言明しているが、昨今のベトナム戦争の激化に伴い沖縄の基地は防衛的でなく攻撃基地となつていることは周知の事実でありまた米国が沖縄に基地を保有すること自体、極東の緊張を激化させる要因となつている。

そのために沖縄は報復爆撃を受けないということは何人も保障できないし、沖縄県民は常に生命と財産の危機に直面している状態である。

このような情勢下では沖縄県民の真の福祉向上はありえないのであつて自治権の制限はもとより経済も不安定であり、将来に希望のもてる生活は営めないのである。

いずれの国も自国のことのみに専念し他国を無視してはならない。そのことは自国の主権を維持するとともに相互の友交を保つことになる。

それ故に「異民族のいかなる善政よりも自治に勝るものはない」との立場から沖縄県民は、常に祖国復帰を訴えつづけて来たのである。

よつて本議会は市民の総意を代表し日米両国政府が沖縄県民の悲願を理解し日本の主権を完全に回復させるために沖縄の祖国復帰が速かに実現する措置を講ぜられるよう強く要請する。

１９６７年４月２７日

那覇市議会




なお、提案者は平良真次郎ほか９名、そして賛成者は椿秀義ほか１６名といたしたいと思います。宛先につきましては内閣総理大臣、衆参両院議長、米国大統領、上下両院議長といたしたいと思います。よろしく御賛同のほどお願いいたします。




○副議長（辺野喜　英興君）

　ただいま朗読いたしました決議案第２号沖縄の祖国復帰に関する要請決議に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」というものあり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　質疑なしと認め採決に入ります。決議案第２号沖縄の祖国復帰に関する要請決議について原案を可決することに御賛成の方の御起立を願います。






○副議長（辺野喜　英興君）

　全員賛成であります。よつて本案については原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○黒潮　隆君

　祖国復帰に関する要請決議ですが決議文に鏡をつけて６００近くある本土の市に対して沖縄返還について要請決議をしてもらいたいということを要請したほうがいいんじやないかと思います。

これは２年前に要請決議をしたときにも本土の各都市に要請したところ８０パーセント近くが沖縄の祖国復帰問題を取り上げて米国政府に要請しておりますということが那覇市議会にも通知が来ております。

そういつた点から広く祖国の同胞に訴えて、本土の世論を高めるという立場からも要請したほうがいいと思いますので、ここで議長から諮つていただきたいと思います。




○仲本　安一君

　先ほど提案者は平良真次郎君ほか９名、そして賛成者は椿秀義君ほか１６名と申し上げましたが椿君ほか全員提案にしていただきたいと思います。




○副議長（辺野喜　英興君）

　先ほど決議いたしました決議案第２号について仲本議員より椿君ほか全員提案にしてもらいたいということでありますので全員提案にいたします。

御了承願います。さらに、お諮りいたします。８番議員より提案されましたように決議案に鏡をつけて日本本土各市に送付し世論を喚起するという立場からそういう要請をしたいということでありますが皆さま方の御意見を承わりたいと思います。

（「異議なし」というものあり）




○金城　重正君

　ただいまの８番議員の御意見でございますが、その件については議会運営委員会を開きそこで十分検討してそれからやるべきだと思います。




○副議長（辺野喜　英興君）

　２１番議員より議会運営委員会を開き十分検討したうえでやるべきだという御意見でございますが、これは一応議会運営委員会で決定されたことでありますのでその点は２１番議員もお含みおき下さい。よつて、８番議員から提案された趣旨で日本本土の各市に要請することに決定いたしました。さらに宛先は内閣総理大臣、衆参両院議長、米国大統領、上下両院議長であります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第３、議案第３１号、市有地を売却処分することについてを議題として総務委員会の審査報告を求めます。






○総務委員長（赤嶺　慎英君）

　議案第３１号、「市有地を売却処分することについて」審査の結果を報告いたします。

本案は、開南交番前から平和橋間の道路新設に伴う立退者へ第２次安謝埋立地の一部を随意契約で売却処分するため提案されております。

これの審査に当りましては、現地調査を行つたのち、書面審査に入つたのでありますが、その主なるものを申し上げますと、売却単価の坪当り８５ドルについては、該地一帯の評価は、１９６５年５月に評価委員会において△グリーンベルト地帯１００ドル、△中央部８０ドル、△護岸沿い５０ドルと評価されておりますが、売買実績は、それを上廻つておりますので、隣接地の売買実績を勘案し、坪８５ドルにしたということであります。

また、この契約相手方の本郷寿一の現在　使用している５３坪の土地は財産管理課の管理地で、そこには３棟の建物がありますが、この建物は全壊いたしますので、△家屋補償、△借地権補償、△営業補償、△移転補償をしなければなりません。

これに要する経費は、約１０，０００ドル予定しているとのことであります。さらに、この開南交番前から平和橋間の道路新設については、他にも立退を要求されているのがいるが、この方々から同様な申し入れがあれば、優先して売却するかとただしましたところ、今回は、この議案に出ている本郷さんだけが申し入れているので、その措置をとつたが、他に希望者がおれば、その方々にも同様売却する考えであるということであります。

委員会は、以上の当局説明を了承し、全会一致同意すべきものと決定いたしました。よろしく、各位の御賛同をお願いします。




○副議長（辺野喜　英興君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑討論なし」というものあり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。議案第３１号、市有地を売却処分することについてはただいまの委員長報告どおり同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）






○副議長（辺野喜　英興君）

　御異議なしと認めます。よつて本案は同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第４、第５、第６は関連しておりますので一括上程いたします。

日程第４、議案第３２号、１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて。日程第５、議案第３３号、鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて。日程第６、議案第３４号、異型管類の購入契約を結ぶことについてを一括議題として建設委員会の審査報告を求めます。










○建設委員長（比嘉　佑直君）

　議案第３２号、１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越について、議案第３３号鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて、議案第３４号異型管類の購入契約を結ぶことについて、以上３件についてはいずれも関連いたしますので一括して審査の結果を御報告いたします。

本提案事件について当局に対し質疑に入つたのでありますが、その質疑の主なるものを申しあげますと、次年度の配水管布設工事箇所は何箇所あるか。さらに議案第３２号についてはもつと以前に予算措置をし事業を行つておれば次年度に繰越しをしなくてもすんだと思うかどうか。

これに対し市の次年度の配水管布設工事箇所は２５ヵ所と決定しているがそのうち何ヵ所が政府補助による工事になるか、いまのところ政府においても決定されていない。次に議案第３２号については次年度からは全面的にダクタイル鋳鉄管を採用することになり、かつ次年度の工事計画が３月にしかまとまらなかつた、これは資金面との関係で容易になし得なかつたためである。

以上のほか、なお若干の質疑がかわされたのであるが、結論として議案第３２号については全会一致原案どおり可決すべきものと決定。

議案第３３号および議案第３４号についてはそれぞれ同意すべきものと決定いたしました。

　よろしく各位の御賛同を得たいのであります。




○副議長（辺野喜　英興君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑討論なし」というものあり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。議案第３２号、１９６７年度那覇市水道事業特別会計予算の繰越しについて、本案については委員長報告どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）






○副議長（辺野喜　英興君）

　御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

　議案第３３号、鋳鉄管の購入契約を結ぶことについて本案についてはただいまの委員長報告どおり同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

　議案第３４号　異型管類の購入契約を結ぶことについて本案についてはただいまの委員長報告どおり同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）

○副議長（辺野喜　英興君）

　御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第７、第８、第９、第１０は関連しておりますので一括上程いたします。日程第７、議案第３５号工事請負契約の変更について。日程第８、議案第３６号工事請負契約の変更について。日程第９、議案第３７号工事請負契約の変更について。日程第１０　議案第３８号工事請負契約の変更についてを一括議題として建設委員会の審査報告を求めます。






○建設委員長（比嘉　佑直君）

　議案第３５号、工事請負契約の変更について。議案第３６号、工事請負契約の変更について。議案第３７号、工事請負契約の変更について。議案第３８号、工事請負契約の変更について。以上４件につきましては、関連いたしますので、一括して審査の結果を申し上げます。

本件については、現地を視察し、慎重審査したのであります。その質疑の主なるものを申し上げますと、まず、議案第３５号については、当初道路巾員は１２ｍの計画であつたが１軒の障害物件のため、巾員を１２ｍから８ｍに縮小した理由について伺いたい。

　また、この議案４件については、１５０，０００ドル余の増額変更となつているがその原因について伺いたい。

以上の質疑に対し、当局の説明は、１２ｍを８ｍに変更した理由は、道路計画線上に障害物件がありこの建物は１９６４年８月にすでに建築確認を得て、ブロツク作りの建物が建築され、かつ、所有者が１年以上も本土へ研修に行き、文書によつて問い合せをしたのであるが交渉できず、また、本工事の工期が６月までとなつているため、早目に埋立を完了させるためにやむを得ず都市計画課と合議の上、８ｍに変更せざるを得なかつた。なお、８ｍに縮少しても将来の交通に支障をきたさない。

次に、１５１，５３０ドルの増額の内容について、第１工区の主なるものは、当初２，３３７．８３立方ｍを普通土と計算したが、工事施工中に硬岩のあることがわかり変更を余儀なくされ、硬岩１，０２４立方米の分が４，２５６ドルの増額となつている。

第２工区の主なるものは、護岸の延長１９４ｍを全部Ａ型にして護岸を計画したが潮流があるため延長１０３ｍをＡ型より金のかかるＢ型に変更になつたため１６，３９０ドルの増額。

第３工区の主なるものは、当初Ａ型で４３．１４ｍ、Ｂ型で５８．０３ｍであつたが、これを全部Ａ型にしたため５，６５０ドル４８セントの減額となつている。

第４工区の主なるものは、潮流のため延長１５０ｍにわたつて泥土地帯となつているため流土がはげしく、また、仮護岸を積んでも沈没して工区外に流失している現状であり工事の完了を期すために当初は、本護岸を２０．４３をＡ型とし、５２．９７ｍをＢ型としていたが設計変更により全部Ａ型となつたため８４，０９０ドルの増となりまた、雑費として護岸を積むためその傭船の費用として１２，１８４ドルの増となり合計１３７，２４０ドルの増額となつておるとの説明がなされたのであります。

なお、その他若干の質疑がかわされたのでありますが議案第３５号、第３６号、第３７号、第３８号については、採決の結果、次の要望を付し、賛成多数で同意すべきものと決定いたしました。

要望、議案第３５号の道路計画にあたつては事前に十分なる調査をすべきであつて工事着手前に調査したということは当局の怠慢である。

また、道路巾員の変更にあたつても建設部とより綿密な連けいのもとになさるべきである。

さらに３議案についても不十分な測量のため１５万余ドルの追加増額となり、工事単価は２２ドル４０セントから３４ドル１４セントに値上りしている。

したがつて今後の埋立事業にあたつては潮流調査、その他埋立工法についても綿密な調査の上推進していただきたい。

以上報告申し上げ各位の御賛同得たいのであります。




○副議長（辺野喜　英興君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。






○黒潮　隆君

　議案第３５号についてお尋ねしたいと思います。ただいま建設委員長の審査報告を聞いておりますと当初道路巾員を１２メートルにするというふうな計画であつたが１軒の障害物があつて巾員を８メートルに変更したということでありますがそれについて建設委員会としては要望を付しております。

つまり計画をする前に十分に調査してないということで当局の怠慢を指摘しております。

本員がお尋ねしたいのは委員長報告ではその計画をする前に家屋ができていたということでありますが、この１軒の家屋を道路計画のために移動させなければならないわけでありますが、それができなかつた理由をお尋ねしてから、あと１点お聞きしたいと思います。






○建設委員長（比嘉　佑直君）

　お答えします。この１件の建物はブロツク建でありまして、家主は警察官で、今、日本に研修に行つておりまして１１月にしか帰つてこないということで、その間当局としては文書で一応交渉もしたんだが、その望みある回答がなくして立退きできなかつたということ、また家族としても、今ここを立退きさせられたら行く場所がないというふうなことではつきりした方針がたてられなかつたということ、そのために立ち退きはできなかつたということであります。




○黒潮　隆君

　ただいま本人が本土に出張して１１月にしか帰らないために文書で折衝を続けたが、これがうまくいつてないということ、さらにここを引越していつたら家族の行く場所がないということ、さらに建物がブロツク建てであるというふうな理由を上げておりますが、それだけでは本員としてはどうしても障害物件を取り除くことができなかつたという決定的な理由は見出せない。と申し上げますのは、こういう大きな計画を進めていくには、文書によらずに職員を派遣して話し合いはもてなかつたかどうか、こういうことも考えるわけです。

さらにそこを引つ越した場合、立ち退き先がないという場合には、先ほどの３１号議案が出ておりましたように代替地を与えるかあるいは代替地を分譲をする、市有地をあてがうという方法もとれるわけです。

そうであるのに文書で折衝したがうまくいかなかつたということだけでは１２メーターの計画を８メーターに変更するという決定的な理由は見出せないわけです。

そこで本員がここで問題としたいのはこういう都市計画を進めていく場合に同じような問題によくぶつつかるわけです。たとえば道路巾員を広げる場合あるいは新しく道路を新設する場合に、そこにそういうような物件が出てくると考えます。もちろんブロツク建ての建物が出てくることもありましよう、さらに建築基準法による合法的な建築も出てくるし、さらに復金を借入れて建てた建物も出てくると思いますが、その場合に、このように立ち退きを渋ぶつた、あるいはむつかしかつたからというふうなことで、変更をした場合に、今後の都市計画を推し進めていくのに、こういう例を残した場合に、大きな障害になるのではないかというふうに本員は考えるわけです。

この点について当局の考え方をただされたかどうか、もしただしていなければ当局に答弁していただいていいと思いますが、それが委員会ではつきりさせておるならば委員長からお答え願いたいと思います。







○建設委員長（比嘉　佑直君）

　全般的な都市計画上の問題はやつていませんが、一応１２メーターを８メーターにするということに対しては都計課長、それから建設部長をお呼びして、一応これに対する見解を聞きました。これに対して当局から既存の６メーター道路があり、これを１２メーターにもつていく計画であつたが、この既存の６メーターを１２メーターにもつていくことは不可能である。

８メーターにすることはできるという観点にたつて、これを８メーターにしたんだという都計課長の説明もありました。それから８メーターの道路をつくつても、周辺全部が家屋が建つてもこの巾員で十分であり支障がないという答弁をしております。それ以上のことはやつておりません。




○黒潮　隆君

　ただいまの委員長の説明では、既存の道路６メーターがあり、それにつなぐ道路を１２メーターにすると、むしろ具合が悪いので８メーターにしたということを理由の一つにされておりますが。




○建設委員長（比嘉　佑直君）

　既存の道路の６メーターを１２メーターにするという計画をもつていたがいろいろの面で１２メーターまで広げることは不可能である、しかし８メーターまでは可能だということです。それで、８メーターにもつていつた。

８メーターにもつていつても今後の２０年間は何でもない、支障をきたさないということであります。




○黒潮　隆君

　はいわかりました。ただいまの説明では既存の道路を８メーターまで広げる、もしこれを１２メーターに広げる場合は障害物件があるためにむずかしい。８メーターなら変更してもいいということでありますが、そうであるならば先ほど委員会で指摘されたように事前の調査、これがやはりされていないということは怠慢といえると思います。

そのときに十分調査しておれば８メーターまでしか広げられないので新しく計画する道路も８メーターにしていくということであればこういつた変更は出てこなかつたと思います。

それで本員としては当局にお尋ねしたいわけですが、その怠慢もさることながら先ほどの渡慶次警部補、その方との話し合いについては、私は文書だけでは不十分じやないかというふうに考えるわけです。

そのような大きい計画をする場合に、出張して１１月にしか帰らないのならそこに職員を派遣するとかして旅費を使つてもけつして無駄ではないというふうに考えるわけです。

したがつてそういうことを十分しないで今後の都市計画を進めていく場合に立ち退きの問題は一番むずかしい。そういつた観点からこういう例を残すと今後の都市計画を進めていくのに支障をきたさないか。

そういうことについて当局から一言お聞きしたいと思います。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。この事業は都市計画事業じやございません。これは埋め立て事業でありまして、埋め立ての中の都市計画に関連しますけれども、都市計画事業として決定された路線でもありませんし、都市計画事業でもありません。

しかしこういつたことが将来のわれわれの都市計画事業の執行に影響をきたさないかという御質問でございますが、都市計画事業として決定された事業については動かしません。これはあくまでも話し合いでやつていきますけれども、どうしてもできなければ収用法というのがありますけれども、今度の場合は、少々移動することによつて市の経費も安くなりますし、また全体的にみて何も道路計画上支障はないというようなことでありますので、今度の場合はこれはいいんじやないかと考えます。これが将来の都市計画事業に影響することは考えておりません。

（「進行」という者あり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　議案第３５号、工事請負契約の変更については、これをもつて質疑を終結し、採決に入ります。本案についてはただいまの委員長報告どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○副議長（辺野喜　英興君）

　御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

　議案第３６号、工事請負契約の変更についてはこれをもつて質疑を終結し採決に入ります。本案についてはただいまの委員長報告どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○副議長（辺野喜　英興君）

　議案第３７号、工事請負契約の変更については、これをもつて質疑を終結し、採決に入ります。本案についてはただいまの委員長報告どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

　議案第３８号、工事請負契約の変更については、これをもつて質疑を終結し、採決に入ります。本案についてはただいまの委員長報告どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第１１、議案第３９号、市道路線の認定についてを議題として建設委員長の報告を求めます。




○建設委員長（比嘉　佑直君）

　議案第３９号、市道路線の認定について、審査の結果を御報告いたします。本案について当局説明によると、小禄新部落内の大嶺、当間間の道路が１９６８年度政府補助事業に予定されており、市道路線認定後でないと補助金申請ができないので本案を提案した。なお、本路線は延長１９４，３メートル、巾員６．９６メートルであるとのことであります。

以上の説明に対し若干質疑がかわされたのでありますが結論として委員会はこれを了承し、全会一致認定すべきものと決定いたしました。

　よろしく各位の御賛同を得たいのであります。




○副議長（辺野喜　英興君）

　ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。






○久高　友敏君

　本案については異存はないわけでありますが、これは小禄の新部落によつて土地造成された区域であるが、これは提案理由の説明から、さらに委員長の報告からすると、来年度の政府補助をもつて舗装工事を行うためにどうしても市道に認定しなければ、そういつたような事務手続が不可能であるということはわかります。

本員がお尋ねしたいのは、那覇市内でこのような市道に認定されておらない道路つまり認定された分と認定されてない道路が相当あると思いますが、この認定された道路の総面積はいくらぐらいあるのか、これをお尋ねいたします。

さらに認定されていない道路の維持管理はどこにあるのか、つまり道路法にいう道路の維持管理は、その市道に認定された分は市町村の責任にあるが、認定されていない分の維持管理はどこがやるのか。法的に明確でないが、これの見解を承りたいと思います。




○副議長（辺野喜　英興君）

　休憩いたします。

	（午前１０時４５分　休憩）

	（午前１０時４６分　再開）







○副議長（辺野喜　英興君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




○建設委員長（比嘉　佑直君）

　この件に対しては審議されておりません。当局にお願いします。






○土木部長（金城　秀仁君）

　お答えいたします。第１点の市の認定道路と未認定道路の面積でございます。認定道路が１３８万５，９０８平方米でございます。

それから未認定道路が５３万４，５８２平方米になつております。

それから未認定道路の管理責任はどこかということでありますが、前回の議会でもお答え申し上げましたが、法的には認定されていない道路は市の責任はございません。しかしながら住民の生活と直結いたしますので、サービスという立場から未認定道路も市のほうで石粉を入れたりいろいろ維持管理をやつております。

（「進行」という者あり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　議案第３９号、市道路線の認定については、これをもつて質疑を終結し、採決に入ります。本案についてはただいまの委員長報告どおり認定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）



○副議長（辺野喜　英興君）

　異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり認定されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

　これをもちまして全日程を終了いたしましたので、１９６７年第９１回那覇市議会臨時会を閉じることにいたします。



（午前１０時４７分　閉会）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







　上会議録を調製し署名する。
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署名議員　　吉浜朝一君　　㊞
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記

１　日時　　　　　　１９６７年５月２５日（木）午前１０時

２　場所　　　　　　那覇市議会議場

３　付議事件

(1)　牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて

(2)　公営住宅建設用地購入債を起こすことについて

(3)　１９６７年那覇市歳入歳出追加更正予算

(4)　道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについて

(5)　工事請負契約を結ぶことについて

(6)　工事請負契約を結ぶことについて

(7)　工事請負契約を結ぶことについて

(8)　工事請負契約を結ぶことについて







第９２回那覇市議会臨時会会期日程計画







	自　１９６７年５月２５日

	｝

	２日間




	至　１９６７年５月２６日















	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	5

	25

	木

	本会議

委員会

	議案上程、説明聴取、質疑、委員会付託、付託事件の審査

	





	5

	26

	金

	本会議

	議案上程、委員会審査報告、質疑、討論、表決

	












本会議　　２日　　　　２日間












第92回那覇市議会会議録







＝臨時会＝




上程案件







議案第４０号

牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて

　牧志公設市場用地購入債の償還金に充当するため、別紙のとおり市債を起こすものとする。




１９６７年５月２５日提出

那覇市長　　西銘順治




（提案理由）

　琉球銀行から借り入れた牧志公設市場用地購入債の償還金に充当したいので、この案を提出する。




１　起債金額　　　　　　　３５３，２７０ドル以内




２　起債の目的　　　　　　牧志公設市場用地購入債の償還金に充当するため




３　借入れ先　　　　　　　琉球政府資金運用部




４　借入れ利率　　　　　　年６．５パーセント以内




５　借入れの時期　　　　　１９６７年度。ただし、期日は借入れ先と協議して決定する。




６　すえ置き期間　　　　　なし




７　償還期限および方法　　借入れの日から１５か年以内に半年賦元利均等償還とする。

ただし、融通の条件または財政の都合により償還年限を短縮して繰り上げ償還することもできる。




８　償還財源　　　　　　　市場使用料その他

参考資料

起債の理由




　牧志公設市場建設事業につきましては、１９６７年度で建設用地の購入と、建築工事の設計をすませ、１９６８年度で建設工事に着手すべく計画いたしております。

　この用地購入に要した資金は、琉球銀行から借入期間５か年、利率年７．３パーセント、半年賦元金均等償還とする条件で借入れましたが、建設工事は、琉球政府資金運用部から借入れる計画でありますので、さきに琉球銀行から借入れた用地購入債も、建設資金と同様、借入期間１５か年、利率年６．５パーセントの資金運用部資金に借換え、収支の均衡をはかるべく、新らたに市債を起こし、借換えしたいのであります。

　なお、この起債の償還につきましては、建設工事完了後の公設市場収入をもつて、建設工事の市債といつしよに元利償還をする計画であります。







牧志公設市場建設計画について




　牧志公設市場の建設につきましては、１９６８年度において、衛生設備とエスカレーターおよび冷房施設を完備した近代的な市場を建設する計画でありますが、その概要について説明しますと

構造　　　鉄筋コンクリート建　地下２階、地上２階

床面積　　５，２３４平方メートル（１，５８６坪）

地下２階　３６５平方メートル（　１１１坪）機械室

地下１階１，７９４　　 〃 　　（　５４４坪）

１階　　１，５２６　　 〃 　　（　４６２坪）

２階　　１，５４９　　 〃 　　（　４６９坪）




工事費　　　７５０，０００ドル

建築工事　　　６３２，０００ドル

設備工事　　　１１８，０００ドル




の計画で、これに要する資金は、琉球政府資金運用部から借入れ期間１５か年、利率年６．５パーセントで借入れる計画であります。

　事業完了後の管理につきましては、独立採算とするものとして、使用料を試算しますと、平方メートル当り月額４ドル７３セントとした場合、これの年間収入見込額が１７１，２３５ドルで、これに対し、支出は、建設債および用地購入借換債の元利償還金１１６，２４５ドル、動力費２６，３８９ドル、管理の人件費等で２８，４５０ドル、計１７１，０８４ドルで、収支の差１５１ドルは剰余となる見込であります。




牧志公設市場財政計画

（収入）　　　　　　　　（支出）

[image: 画像]　[image: 画像]



議案第４１号




公営住宅建設用地購入債を起こすことについて




　１９６８年度以降の公営住宅建設用地購入費に充当するため、別紙のとおり市債を起こすものとする。

１９６７年５月２５日提出

那覇市長　　西銘順治




（提案理由）

　１９６８年度以降の公営住宅建設用地購入費を市債で充当したいので、この案を提出する。




１　起債金額　　　　　　　６６０，０００ドル以内




２　起債の目的　　　　　　公営住宅建設用地購入費に充当するため




３　借入れ先　　　　　　　琉球政府資金運用部




４　借入れ利率　　　　　　年６．５パーセント以内




５　借入れの時期　　　　　１９６７年度。ただし、期日は借入れ先と協議して決定する。

工事または財政の都合により、起債額の全部または一部を翌年度に繰り越して借入れることもできる。




６　すえ置き期間　　　　　なし




７　償還期限および方法　　借入れの日から２０か年以内に半年賦元利均等償還とする。

ただし、融通の条件または財政の都合により、償還年限を短縮して繰り上げ償還することもできる。




８　償還財源　　　　　　　一般財源その他







参考資料




起債の理由




　１９６１年に公営住宅法が公布されまして、これにもとづく公営住宅を久場川、識名および宇栄原に１，０５４戸の公営住宅を建設し、さらに１９６７年度分として２７２戸を建設する計画でありますが、那覇市の住宅難を解消するためには、まだ相当数の住宅を建設しなければならないので、今後も政府の補助を得て公営住宅を建設していく考えであります。

　公営住宅の建設につきましては大規模な団地となり、相当の用地面積を必要とするのでありますが、各年度において戸数分だけを順次購入していく方法は、地価の値上りを招き、次の用地確保がむつかしいので、小禄宇栄原５２，４５０平方メートル（１５，８９４坪）の用地を琉球銀行からの融資を得て一括して購入し、これまで公営住宅として建設してきましたが、この用地も１９６７年度分公営住宅で建設を完了しますので、１９６８年度以降の公営住宅用地を確保しなければならない状況であります。

　１９６８年度以降の公営住宅建設用地の確保につきましては、小禄宇栄原と同様な方法で、まとまつた面積を一括して購入し、建設は各年度において政府補助を得て建設する計画で、６６，０００平方メートル（２０，０００坪）の用地購入を計画いたしましたが、この用地購入費６６０，０００ドルは市債を充当したい。

　今回の購入用地６６，０００平方メートルに対する建設戸数の概略を説明しますと、第１種公営住宅４８０戸、第２種公営住宅２４０戸を建設する計画で、これに要する用地面積が４９，４４０平方メートルで、残りの１６，５６０平方メートルは、道路および共同施設に使用する計画であります。

　この起債の償還につきましては、元利償還金の総額が１，１８８，７３８ドルとなり、毎年度５９，４３７ドルの償還となりますが、これの償還財源は、建設年度における政府補助金のうち、用地費分は償還財源に充当することもできますが、とりあえず一般財源を充当して償還する計画であります。



１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算

歳入

議案第４２号

[image: 画像]
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歳出
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議案第４３号




道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについて




　小禄田原地内道路改良工事、むつみ橋、美栄橋間道路舗装工事、与儀公園工事および辻、若狭海岸線緑地整備工事の各事業を１９６７年度から１９６８年度までの２か年継続事業として、その経費は、継続支出するものとして、各年度の支出額を次のとおり定めるものとする。




１９６７年５月２５日提出

那覇市長　　西銘順治







記

１９６７年度　　　　　２２，０７４ドル




１９６８年度　　　　１４７，１９３ドル










（提案理由）

　上記の工事は、１９６７年度から１９６８年度にまたがる工事となり継続費としたいので、この案を提出する。







	自１９６７年度

	道路改良事業費、都市計画事業費




	至１９６８年度










公園建設事業費継続年期および支出方法書

[image: 画像]

[image: 画像]



議案第４４号




工事請負契約を結ぶことについて




　第１種公営住宅建設工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６７年５月２５日提出

那覇市長　　西銘順治




記

１　契約の目的　　　久場川公営住宅建設工事（１工区および２工区）

２　契約の方法　　　随意契約

３　契約金額　　　　２１６，１１８ドル

４　工期　　　　　　議決の日から１９６８年３月３１日まで

５　契約の相手方　　那覇市字寄宮３０４番地の１

南洋土建株式会社代表取締役　比嘉広




（提案理由）

　公営住宅法に基づき低額所得者の生活向上をはかるとともに住宅難緩和のため、久場川団地内に第２期公営住宅を建設したいので、この案を提出する。




（参考資料）




工事請負仮契約書

１　工事名　　　　　久場川公営住宅建設工事（１工区および２工区）

２　工事場所　　　　那覇市首里久場川町

３　工期　　　　　　議決の日から１９６８年３月３１日まで

４　請負代金額　　　＄２１６，１１８．００

５　契約保証金　　　免除




　上記工事の請負について、那覇市長職務代理者那覇市第一助役古堅宗徳（以下「甲」という。）と南洋土建株式会社代表取締役比嘉広（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は別冊図面および仕様書（現場説明等含む。）に基づき頭書の請負代金額をもつて頭書の工事内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の交互符合しないものがあるときは、甲乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、第４条に規定する監督員の指示に従うものとする。

３　乙は、図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書および工程表を３部作成し、議決の日から５日以内に甲に提出しなければならない。

４　甲は、前項の工事費内訳明細書および工程表の提出を受けたときは、ただちにこれを審査し、不適当と認めたときは、その理由を明示し、期日を指定して再提出を求め、適当と認めたときは、承認を与えなければならない。

５　乙は、議決の日から１０日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙は、この契約によつて生ずる権利もしくは義務を第三者に譲渡しまたは承継させてはならない。ただし、書面により甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙は、この契約の履行について、工事の全部を一括して、または工事の主体的部分を第三者に委任し、または請負わせてはならない。

２　乙は、工事の一部を第三者に委任し、または請負わせようとするときは、あらかじめ甲の承認を受けなければならない。

３　乙は前項の規定により承認を得た工事につき、受託者または下請負人を決定したときは、当該工事の着手前に甲に通知しなければならない。

４　甲は、乙に対して受託者または下請負人が工事の施行につき著しく不適当と認められるときは、その変更を請求することができる。

第４条　甲は、乙の工事施行について、自己に代つて監督しまたは指示する監督員を定め、乙に通知する。

２　監督員は、この契約書、図面または仕様書に定められた事項の範囲内において、次の各号の職務を行なう。

(1)　工事施行に立ち会いまたは必要な監督を行ない、もしくは第５条に規定する乙の現場管理人に対して指示を与えること。

(2)　工事用材料または工作物の検査もしくは試験を行なうこと。

第５条　乙は、現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の主任技術者を定め、あらかじめ甲に文書をもつて通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とは、これを兼ねることができない。

３　乙の現場代理人と主任技術者は、工事現場に常駐し、監督員の指示にしたがい、工事現場の取締りおよび工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第６条　監督員は、乙の現場代理人、主任技術者、使用人または労務者について、工事の施行または管理につき著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し乙に対してその交代を求めることができる。

第７条　工事に使用する材料について、品質または品等があきらかでないものについては、それぞれの中等以上のものとする。

２　工事に使用する材料は、使用前に監督員の検査を受け合格したものでなければ使用することができない。

３　監督員は、乙から前項の規定による検査を求められたときは、ただちにこれに応じなければならない。

４　前項の材料を検査するために直接必要な経費は、乙の負担とする。

５　検査の結果不合格と決定した材料については、乙は監督員の指図により遅滞なくこれを工事現場から搬出しなければならない。

６　乙は、工事に使用する材料のうち調合を要するものについては、監督員の立ち合いを得て調合したものでなければ、これを使用してはならない。

７　乙は、監督の承認を受けなければ、工事現場に搬入した検査済材料を持ち出してはならない。

第８条　乙は、工事が完成したときは、甲に工事完成届を提出しなければならない。

２　甲は乙から前項の工事完成届けを受理したときは、その日から１５日以内に検査を行ない検査に合格したときは、その旨乙に通知し、同時にその引渡しを受けるものとする。

３　前項の規定により検査を受けるときは、乙またはその代理人は立ち合わなければならない。

この場合において、これらの者が立ち合わないときは、検査の結果について異議の申し立てをすることができない。

４　第２項の検査に合格しないときは、乙は甲の指示する期間内に補修または改造して甲の再検査を受けなければならない。

この場合における再検査の期日は、甲が乙から補修または改造を終了した旨の通知を受けた日から１４日以内とする。

第９条　請負代金は、前条の検査に合格し引渡しを終了したとき、那覇市会計課において支払うものとする。

２　乙は、工事完成前に出来高部分に対する部分払いの請求をすることができる。ただし、この請求は工事中５回を越えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は甲に移転するが、その危険負担は、目的物の完成引渡しまでは乙に属するものとする。

第１０条　甲は、前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の９以内の金額を支払うものとする。

第１１条　前条の規定により支払われた請負代金は、この請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第１２条　乙は、工事に支障を及ぼす天候の不良、その他その責に帰することができない理由または正当な理由により工期内に工事を完成することができないときは、甲に対して遅滞なくその理由を付して、工期の延長を求めることができる。ただしその延長日数は甲乙協議して定める。

第１３条　乙の責めに帰すべき理由により、契約で定めた工期内に工事の完成ができない場合は、期限後において完成する見込みがあると認めたときは、甲は遅延違約金を徴収して工期を延長することができる。

２　前項の遅延違約金は、遅延日数１日につき、請負代金額（既に引き渡した部分がある場合には、当該部分に対する請負代金相当額を控除した額）の０．０５パーセントとする。

３　前項の遅延違約金は、請負金額支払いの際、甲に支払うものとし、なお不足する場合は甲の指定する期日までに納付するものとする。

第１４条　甲は必要がある場合には工事の内容を変更し、もしくは工事を一時中止し、またはこれを打ち切ることができる。この場合において、請負金額または工期を変更する必要なあるときは、甲乙協議して書面によりこれを定めるものとする。

２　前項の場合において、乙が損害を受けたときは、甲はその損害を賠償し、その額は甲乙協議して定めるものとする。

第１５条　甲は乙が次の各号の一に該当するときは契約を解除することができる。

(1)　契約の締結または義務の履行について不正の行為があつたとき。

(2)　正当な理由がなく着手期日を過ぎても工事に着手しないとき。

(3)　工事が工程表より著しく遅れ、工期内または期限後相当期間内に工事が完成する見込みがないと認められるとき。

(4)　検査監督に際し係員の指揮監督に従わずまたは職務の執行を妨げたとき。

(5)　前各号のほか乙が契約事項に違反し、その違反によつて契約の目的が達することができないとき。

第１６条　甲は第８条に規定する引渡しの日から１年間、工事目的物のかしを補修し、またはそのかしによつて生じた滅失もしくは損失に対して損害の賠償を請求することができる。

第１７条　乙は、この契約の履行については、この契約書に定める事項のほか工事その他の請負契約条例（１９５３年那覇市条例第４６号）その他関係法規を適用するものとする。

第１８条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときまたは、この契約に定めてない事項については、甲乙協議のうえ定めるものとする。

第１９条　この仮契約は、後日議会の議決を得たときに効力を発し、この仮契約をもつて本契約とする。

　この契約を証するため本書２通作成し、双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。

１９６７年５月１９日

甲　　那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　　古堅宗徳

那覇市字奇宮３０４番地の１

南洋土建株式会社

乙　　　　代表取締役　　　　比嘉広

那覇市首里久場川団地

[image: 画像]



議案第４５号




工事請負契約を結ぶことについて




　第１種公営住宅建設工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６７年５月２５日提出




那覇市長　　西銘順治







記

１　契約の目的　　　久場川公営住宅建設工事（３工区および４工区）

２　契約の方法　　　随意契約

３　契約金額　　　　２１４，０７５ドル

４　工期　　　　　　議決の日から１９６８年３月３１日まで

５　契約の相手方　　那覇市字寄宮３０４番地の１

南洋土建株式会社代表取締役　比嘉広




（提案理由）

　公営住宅法に基づき低額所得者の生活向上をはかるとともに住宅難緩和のため、久場川団地内に第２期公営住宅を建設したいので、この案を提出する。










（参考資料）

工事請負仮契約書




１　工事名　　　　　久場川公営住宅建設工事（３工区および４工区）

２　工事場所　　　　那覇市首里久場川町

３　工期　　　　　　議決の日から１９６８年３月３１日まで

４　請負代金額　　　＄２１４，０７５．００

５．契約保証金　　　免除




　上記工事の請負について那覇市長職務代理者那覇市第一助役古堅宗徳（以下「甲」という。）と南洋土建株式会社代表取締役比嘉広（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は、別冊図面および仕様書（現場説明等含む。）に基づき頭書の請負代金額をもつて頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の交互符合しないものがあるときは、甲乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、第４条に規定する監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は、図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書および工程表を３部作成し、議決の日から５日以内に甲に提出しなければならない。

４　甲は、前項の工事費内訳明細書および工程表の提出を受けたときは、ただちにこれを審査し、不適当と認めたときは、その理由を明示し、期日を指定して再提出を求め、適当と認めたときは、承認を与えなければならない。

５　乙は、議決の日から１０日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙は、この契約によつて生ずる権利もしくは義務を第三者に譲渡しまたは継承させてはならない。ただし、書面により甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙は、この契約の履行について、工事の全部を一括して、または工事の主体的部分を第三者に委任し、または請負わせてはならない。

２　乙は、工事の一部を第三者に委任し、または請負わせようとするときは、あらかじめ甲の承認を受けなければならない。

３　乙は前項の規定により承認を得た工事につき、受託者または下請負人を決定したときは、当該工事の着手前に甲に通知しなければならない。

４　甲は、乙に対して受託者または下請負人が工事の施行につき著しく不適当と認められるときは、その変更を請求することができる。

第４条　甲は、乙の工事施行について、自己に代つて監督しまたは指示する監督員を定め、乙に通知する。

２　監督員は、この契約書、図面または仕様書に定められた事項の範囲内において、次の各号の職務を行なう。

(1)　工事施行に立ち合いまたは必要な監督を行ない、もしくは第５条に規定する乙の現場代理人に対して指示を与えること。

(2)　工事用材料または工作物の検査もしくは試験を行なうこと。

第５条　乙は、現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の主任技術者を定め、あらかじめ甲に文書をもつて通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とは、これを兼ねることができない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、監督員の指示にしたがい、工事現場の取締りおよび工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第６条　監督員は、乙の現場代理人、主任技術者、使用人または労務者について、工事の施行または管理につき著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示して乙に対してその交代を求めることができる。

第７条　工事に使用する材料について、品質または品等があきらかでないものについては、それぞれの中等以上のものとする。

２　工事に使用する材料は、使用前に監督員の検査を受け合格したものでなければ使用することができない。

３　監督員は、乙から前項の規定による検査を求められたときは、ただちにこれに応じなければならない。

４　前項の材料を検査するために直接必要な経費は、乙の負担とする。

５　検査の結果不合格と決定した材料については、乙は監督員の指図により遅滞なくこれを工事現場から搬出しなければならない。

６　乙は、工事に使用する材料のうち調合を要するものについては、監督員の立ち合いを得て調合したものでなければ、これを使用してはならない。

７　乙は、監督員の承認を受けなければ、工事現場に搬入した検査済材料を持ち出してはならない。

第８条　乙は、工事が完成したときは、甲に工事完成届を提出しなければならない。

２　甲は乙から前項の工事完成届けを受理したときは、その日から１５日以内に検査を行ない検査に合格したときは、その旨乙に通知し、同時にその引渡しを受けるものとする。

３　前項の規定により検査を受けるときは、乙またはその代理人は立ち会わなければならない。

この場合において、これらの者が立ち合わないときは、検査の結果について異議の申し立てをすることができない。

４　第２項の検査に合格しないときは、乙は甲の指示する期間内に補修または改造して甲の再検査を受けなければならない。

この場合における再検査の期日は、甲が乙から補修または改造を終了した旨の通知を受けた日から１４日以内とする。

第９条　請負代金は、前条の検査に合格し引渡しを終了したとき、那覇市会計課において支払うものとする。

２　乙は、工事完成前に出来高部分に対する部分払いの請求をすることができる。ただし、この請求は工事中５回を越えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は甲に移転するが、その危険負担は、目的物の完成引渡しまでに乙に属するものとする。

第１０条　甲は、前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の９以内の金額を支払うものとする。

第１１条　前条の規定により支払われた請負代金は、この請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第１２条　乙は、工事に支障を及ぼす天候の不良、その他その責に帰することができない理由または正当な理由により工期内に工事を完成することができないときは、甲に対して遅滞なくその理由を付して、工期の延長を求めることができる。ただし、その延長日数を甲乙協議して定める。

第１３条　乙の責めに帰すべき理由により、契約で定めた工期内に工事の完成ができない場合は、期限後において完成する見込みがあると認めたときは、甲は遅延違約金を徴収して工期を延長することができる。

２　前項の遅延違約金は、遅延日数１日につき、請負代金額（既に引き渡した部分がある場合には、当該部分に対する請負代金相当額を控除した額）の０．０５パーセントとする。

３　前項の遅延違約金は、請負金額支払いの際、甲に支払うものとし、なお不足する場合は甲の指定する期日までに納付するものとする。

第１４条　甲は必要がある場合には工事の内容を変更し、もしくは工事を一時中止し、またはこれを打ち切ることができる。この場合において、請負金額または工期を変更する必要があるときは、甲乙協議して書面によりこれを定めるものとする。

２　前項の場合において、乙が損害を受けたときは、甲はその損害を賠償し、その額は甲乙協議して定めるものとする。

第１５条　甲は乙が次の各号の一に該当するときは契約を解除することができる。

(1)　契約の締結または義務の履行について不正の行為があつたとき。

(2)　正当な理由がなくて着手期日を過ぎても工事に着手しないとき。

(3)　工事が工程表より著しく遅れ、工期内または期限後相当期間内に工事が完成する見込みがないと認められるとき。

(4)　検査監督に際し係員の指揮監督に従わずまたは職務の執行を妨げたとき。

(5)　前各号のほか乙が契約事項に違反し、その違反によつて契約の目的が達することができないとき。

第１６条　甲は第８条に規定する引渡しの日から１年間、工事目的物のかしを補修し、またはそのかしによつて生じた滅失もしくはき損に対して損害の賠償を請求することができる。

第１７条　乙は、この契約の履行については、この契約書に定める事項のほか工事その他の請負契約条例（１９５３年那覇市条例第４６号）その他関係法規を適用するものとする。

第１８条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときまたは、この契約に定めていない事項については、甲乙協議のうえ定めるものとする。

第１９条　この仮契約は、後日議会の議決を得たときに効力を発し、この仮契約をもつて本契約とする。

この契約を証するため本書２通作成し、双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。

１９６７年５月１９日




甲　　那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　　古堅宗徳







乙　　那覇市字寄宮３０４番地の１

南洋土建株式会社

代表取締役　　　比嘉広




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









議案第４６号




工事請負契約を結ぶことについて

　第１種および第２種公営住宅建設工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６７年５月２５日提出




那覇市長　　西銘順治




記

１　契約の目的　　　宇栄原公営住宅建設工事（１工区）

２　契約の方法　　　随意契約

３　契約金額　　　　１３３，８９９ドル

４　工期　　　　　　議決の日から１９６８年３月３１日まで

５　契約の相手方　　那覇市字寄宮３０４番地の１

南洋土建株式会社

代表取締役　　比嘉広

（提案理由）

　公営住宅法に基づき低額所得者の生活向上をはかるとともに住宅難緩和のため、宇栄原団地内に第４期公営住宅を建設したいので、この案を提出する。










（参考資料）




工事請負仮契約書




１　工事名　　　　　宇栄原公営住宅建設工事（１工区）

２　工事場所　　　　那覇市字宇栄原

３　工期　　　　　　議決の日から１９６８年３月３１日まで

４　請負代金額　　　＄１３３，８９９．００

５　契約保証金　　　免除




　上記工事の請負について那覇市長職務代理者那覇市第一助役古堅宗徳（以下「甲」という。）と南洋土建株式会社代表取締役比嘉広（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は、別冊図面および仕様書（現場説明書等含む。）に基づき頭書の請負代金額をもつて頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の交互符合しないものがあるときは、甲乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、第４条に規定する監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は、図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書および工程表を３部作成し、議決の日から５日以内に甲に提出しなければならない。

４　甲は、前項の工事費内訳明細書および工程表の提出を受けたときは、ただちにこれを審査し、不適当と認めたときは、その理由を明示し、期日を指定して再提出を求め、適当と認めたときは、承認を与えなければならない。

５　乙は、議決の日から１０日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙は、この契約によつて生ずる権利もしくは義務を第三者に譲渡しまたは承継させてはならない。ただし、書面により甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙は、この契約の履行について、工事の全部を一括して、または工事の主体的部分を第三者に委任し、または請負わせてはならない。

２　乙は、工事の一部を第三者に委託し、または請負わせようとするときは、あらかじめ甲の承認を受けなければならない。

３　乙は前項の規定により承認を得た工事につき、受託者または下請負人を決定したときは、当該工事の着手前に甲に通知しなければならない。

４　甲は、乙に対して受託者または下請負人が工事の施行につき著しく不適当と認められるときは、その変更を請求することができる。

第４条　甲は、乙の工事施行について、自己に代つて監督しまたは指示する監督員を定め、乙に通知する。

２　監督員は、この契約書、図面または仕様書に定められた事項の範囲内において、次の各号の職務を行なう。

(1)　工事施行に立ち会いまたは必要な監督を行ない、もしくは第５条に規定する乙の現場代理人に対して指示を与えること。

(2)　工事材料または工作物の検査もしくは試験を行なうこと。

第５条　乙は、現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の監理をつかさどる専任の主任技術者を定め、あらかじめ甲に文章をもつて通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とは、これを兼ねることができない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、監督員の指示にしたがい、工事現場の取締りおよび工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第６条　監督員は、乙の現場代理人、主任技術者、使用人または労務者について、工事の施行または管理につき著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し乙に対してその交代を求めることができる。

第７条　工事に使用する材料について、品質または品等があきらかでないものについては、それぞれの中等以上のものとする。

２　工事に使用する材料は、使用前に監督員の検査を受け合格したものでなければ使用することができない。

３　監督員は、乙から前項の規定による検査を求められたときは、ただちにこれに応じなければならない。

４　前項の材料を検査するために直接必要な経費は、乙の負担とする。

５　検査の結果不合格と決定した材料については、乙の監督員の指図により遅滞なくこれを工事現場から搬出しなければならない。

６　乙は、工事に使用する材料のうち調合を要するものについては、監督員の立ち合いを得て調合したものでなければ、これを使用してはならない。

７　乙は、監督員の承認を受けなければ、工事現場に搬入した検査済材料を持ち出してはならない。

第８条　乙は、工事が完成したときは、甲に工事完成届を提出しなければならない。

２　甲は乙から前項の工事完成届を受理したときは、その日から１５日以内に検査を行い検査に合格したときは、その旨乙に通知し、同時にその引渡しを受けるものとする。

３　前項の規定により検査を受けるときは、乙またはその代理人は立ち会わなければならない。この場合において、これらの者が立ち会わないときは、検査の結果について異議の申し立てをすることができない。

４　第２項の検査に合格しないときは、乙は甲の指示する期間内に補修または改造して甲の再検査を受けなければならない。この場合における再検査の期日は、甲が乙から補修または改造を終了した旨の通知を受けた日から１４日以内とする。

第９条　請負代金は、前条の検査に合格し引渡しを終了したとき、那覇市会計課において支払うものとする。

２　乙は、工事完成前に出来高部分に対する部分払いの請求をすることができる。ただし、この請求は工事中５回を超えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は甲に移転するが、その危険負担は、目的物の完成引渡しまでは乙に属するものとする。

第１０条　甲は、前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の９以内の金額を支払うものとする。

第１１条　前条の規定により支払われた請負代金は、この請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第１２条　乙は、工事に支障を及ぼす天候の不良、その他その責に帰することができない理由または正当な理由により工期内に工事を完成することができないときは、甲に対して遅滞なくその理由を付して、工期の延長を求めることができる。ただし、その延長日数は甲乙協議して定める。

第１３条　乙の責めに帰すべき理由により、契約で定めた工期内に工事の完成ができない場合は、期限後において完成する見込みがあると認めたときは、甲は遅延違約金を徴収して工期を延長することができる。

２　前項の遅延違約金は、遅延日数１日につき、請負代金額（既に引き渡した部分がある場合には、当該部分に対する請負代金相当額を控除した額）の０．０５パーセントとする。

３　前項の遅延違約金は、請負金額支払いの際、甲に支払うものとし、なお不足する場合は甲の指定する期日までに納付するものとする。

第１４条　甲は必要がある場合には工事の内容を変更し、もしくは工事を一時中止し、またはこれを打ち切ることができる。この場合において、請負金額または工期を変更する必要があるときは、甲乙協議して書面によりこれを定めるものとする。

２　前項の場合において、乙が損害を受けたときは、甲はその損害を賠償し、その額は甲乙協議して定めるものとする。

第１５条　甲は乙が次の各号の一に該当するときは契約を解除することができる。

(1)　契約の締結または義務の履行について不正の行為があつたとき。

(2)　正当な理由がなくて着手期日を過ぎても工事に着手しないとき。

(3)　工事が工程表より著しく遅れ、工期内または期限後相当期間内に工事が完成する見込みがないと認められるとき。

(4)　検査監督に際し係員の指揮監督に従わずまたは職務の執行を妨げたとき。

(5)　前各号のほか乙が契約事項に違反し、その違反によつて契約の目的が達することができないとき。

第１６条　甲は第８条に規定する引渡しの日から１年間、工事目的物のかしを補修し、またはそのかしによつて生じた滅失もしくはき損に対して損害の賠償を請求することができる。

第１７条　乙は、この契約の履行については、この契約書に定める事項のほか工事その他の請負契約条例（１９５３年那覇市条例第４６号）その他関係法規を適用するものとする。

第１８条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときまたは、この契約に定めてない事項については、甲乙協議のうえ定めるものとする。

第１９条　この仮契約は、後日議会の議決を得たときに効力を発し、この仮契約をもつて本契約とする。

　この契約を証するため本書２通作成し、双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。




１９６７年５月１９日




甲　　那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　古堅宗徳




乙　　那覇市字寄宮３０４番地の１

南洋土建株式会社

代表取締役　　比嘉広




那覇市小禄宇栄原団地

[image: 画像]



議題第４７号




工事請負契約を結ぶことについて




　第２種公営住宅建設工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。




１９６７年５月２５日提出




那覇市長　　西銘順治







記




１　契約の目的　　　宇栄原公営住宅建設工事（２工区および３工区）




２　契約の方法　　　随意契約




３　契約金額　　　　２０９，６１５ドル




４　工期　　　　　　議決の日から１９６８年５月２６日まで




５　契約の相手方　　那覇市字寄宮３０４番地の１

南洋土建株式会社

代表取締役　　　　比嘉広







（提案理由）




　公営住宅法に基づき低額所得者の生活向上をはかるとともに住宅難緩和のため、宇栄原団地内に第４期公営住宅を建設したいので、この案を提出する。

（参考資料）




工事請負仮契約書




１　工事名　　　　　宇栄原公営住宅建設工事（２工区および３工区）

２　工事場所　　　　那覇市字宇栄原

３　工期　　　　　　議決の日から１９６８年５月２６日まで

４　請負代金額　　　＄２０９，６１５．００

５　契約保証金　　　免除

　上記工事の請負について那覇市長職務代理者那覇市第一助役古堅宗徳（以下「甲」という。）と南洋土建株式会社代表取締役比嘉厷（以下「乙」という。）の間に次の契約を締結した。

第１条　乙は、別冊図面および仕様書（現場説明等含む。）に基づき頭書の請負代金額をもつて頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の交互符合しないものがあるときは、甲乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、第４条に規定する監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は、図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書および工程表を３部作成し、議決の日から５日以内に甲に提出しなければならない。

４　甲は、前項の工事費内訳明細書および工程表の提出を受けたときは、ただちにこれを審査し、不適当と認めたときは、その理由を明示し、期日を指定して再提出を求め、適当と認めたときは、承認を与えなければならない。

５　乙は、議決の日から１０日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙は、この契約によつて生ずる権利もしくは義務を第三者に譲渡しまたは承継させてはならない。ただし、書面により甲の承諾を得た場合は、この限りではない。

第３条　乙は、この契約の履行について、工事の全部を一括して、または工事の主体的部分を第三者に委任し、または請負わせてはならない。

２　乙は、工事の一部を第三者に委任し、または請負わせようとするときは、あらかじめ甲の承認を受けなければならない。

３　乙は前項の規定により承認を得た工事につき、受託者または下請負人を決定したときは、当該工事の着手前に甲に通知しなければならない。

４　甲は、乙に対して受託者または下請負人が工事の施行につき著しく不適当と認められるときは、その変更を請求することができる。

第４条　甲は、乙の工事施行について、自己に代つて監督しまたは指示する監督員を定め、乙に通知する。

２　監督員は、この契約書、図面または仕様書に定められた事項の範囲内において、次の各号の職務を行なう。

(1)　工事施行に立ち会いまたは必要な監督を行ない、もしくは第５条に規定する乙の現場代理人に対して指示を与えること。

(2)　工事用材料または工作物の検査もしくは試験を行なうこと。

第５条　乙は、現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の主任技術者を定め、あらかじめ甲に文書をもつて通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とは、これを兼ねることができない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、監督員の指示にしたがい、工事現場の取締りおよび工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第６条　監督員は、乙の現場代理人、主任技術者、使用人または労務者について、工事の施行または管理につき著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し乙に対してその交代を求めることができる。

第７条　工事に使用する材料について、品質または品等があきらかでないものについては、それぞれの中等以上のものとする。

２　工事に使用する材料は、使用前に監督員の検査を受け合格したものでなければ使用することができない。

３　監督員は、乙から前項の規定による検査を求められたときは、ただちにこれに応じなればならない。

４　前項の材料を検査するために直接必要な経費は、乙の負担とする。

５　検査の結果不合格と決定した材料については、乙は監督員の指図により遅滞なくこれを工事現場から搬出しなければならない。

６　乙は、工事に使用する材料のうち調合を要するものについては、監督員の立ち合いを得て調合したものでなければ、これを使用してはならない。

７　乙は、監督員の承認を受けなければ、工事現場に搬入した検査済材料を持ち出してはならない。

第８条　乙は、工事が完成したときは、甲に工事完成届を提出しなければならない。

２　甲は乙から前項の工事完成届けを受理したときは、その日から１５日以内に検査を行ない検査に合格したときは、その旨乙に通知し、同時にその引渡しを受けるものとする。

３　前項の規定により検査を受けるときは、乙またはその代理人は立ち会わなければならない。

この場合において、これらの者が立ち会わないときは、検査の結果について異義の申し立てをすることができない。

４　第２項の検査を合格しないときは、乙は甲の指示する期間内に補修または改造して甲の再検査を受けなければならない。

この場合における再検査の期日は、甲が乙から補修または改造を終了した旨の通知を受けた日から１４日以内とする。

第９条　請負代金は、前条の検査に合格し引渡しを終了したとき、那覇市会計課において支払うものとする。

２　乙は、工事完成前に出来高部分に対する部分払いの請求をすることができる。ただし、この請求は工事中５回を超えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は甲に移転するが、その危険負担は、目的物の完成引渡しまで乙に属するものとする。

第１０条　甲は、前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の９以内の金額を支払うものとする。

第１１条　前条の規定により支払われた請負代金は、この請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第１２条　乙は、工事に支障を及ぼす天候の不良、その他その責に帰することができない理由または正当な理由により工期内に工事を完成することができないときは、甲に対して遅滞なくその理由を付して、工期の延長を求めることができる。ただし、その延長日数は甲乙協議して定める。

第１３条　乙の責に帰すべき理由により、契約で定めた工期内に工事の完成ができない場合は、期限後において完成する見込みがあると認めたときは、甲は遅延違約金を徴収して工期を延長することができる。

２　前項の遅延違約金は、遅延日数１日につき、請負代金額（既に引き渡した部分がある場合には、当該部分に対する請負代金相当額を控除した額）の０．０５パーセントとする。

３　前項の遅延違約金は、請負金額支払いの際、甲に支払うものとし、なお不足する場合は甲の指定する期日までに納付するものとする。

第１４条　甲は必要がある場合には工事の内容を変更し、もしくは工事を一時中止し、またはこれを打ち切ることができる。この場合において、請負金額または工期を変更する必要があるときは、甲乙協議して書面によりこれを定めるものとする。

２　前項の場合において、乙が損害を受けたときは、甲はその損害を賠償し、その額は甲乙協議して定めるものとする。

第１５条　甲は乙が次の各号の一に該当するときは契約を解除することができる。

(1)　契約の締結または義務の履行について不正の行為があつたとき。

(2)　正当な理由がなくて着手期日を過ぎても工事に着手しないとき。

(3)　工事が工程表より著しく遅れ、工期内または期限後相当期間内に工事が完成する見込みがないと認められるとき。

(4)　検査監督に際し係員の指揮監督に従わずまたは職務の執行を妨げたとき。

(5)　前各号のほか乙が契約事項に違反し、その違反によつて契約の目的が達することができないとき。

第１６条　甲は第８条に規定する引渡しの日から１年間、工事目的物のかしを補修し、またはそのかしによつて生じた滅失もしくはき損に対して損害の賠償を請求することができる。

第１７条　乙は、この契約の履行については、この契約書に定める事項のほか工事その他の請負契約条例（１９５３年那覇市条例第４６号）その他関係法規を適用するものとする。

第１８条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときまたは、この契約に定めていない事項については、甲乙協議のうえ定めるものとする。

第１９条　この仮契約は、後日議会の議決を得たときに効力を発し、この仮契約をもつて本契約とする。

　この契約を証するため本書を２通作成し、双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。




１９６７年５月１９日







甲　　那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　　古堅宗徳










乙　　那覇市字寄宮３０４番地の１

南洋土建株式会社

代表取締役　　　　　　比嘉広












第92回那覇市議会会議録







＝臨時会＝




上程案件

処理結果







第９２回那覇市議会（臨時会）処理結果




開催年月日　　１９６７年５月２５日

会期　　　　　　　２日間




	１９６７年５月２５日　
	（午前１０時　０　分　開会）

	（午前１０時４６分　散会）







１．本会議

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	67

	5

	25

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	１８番議員

１９番議員




	〃

	〃

	〃

	


	会期を定めることについて

	〃

	2日間




	〃

	〃

	〃

	40

	牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて

	市長

	総務委員会付託




	〃

	〃

	〃

	41

	公営住宅建設用地購入債を起こすことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	42

	１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	43

	道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	44

	工事請負契約を結ぶことについて

	〃

	建設委員会付託




	〃

	〃

	〃

	45

	工事請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	46

	工事請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	47

	工事請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃








	１９６７年５月２６日　　
	（午前１０時　２分　開議）

	（午前１０時４３分　閉会）







２．本会議

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提出者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	67

	5

	26

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	１７番議員

２０番議員




	〃

	〃

	〃

	40

	牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて

	市長

	可決




	〃

	〃

	〃

	41

	公官住宅建設用地購入債を起こすことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	43

	道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	44

	工事請負契約を結ぶことについて

	〃

	同意




	〃

	〃

	〃

	45

	工事請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	46

	工事請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	47

	工事請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	42

	１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算

	〃

	可決
















第92回那覇市議会会議録







＝臨時会＝







５月２５日（木曜日）招集日





１９６７年第９２回那覇市議会会議録（臨時会）







○５月２５日（初日）









○出席議員（２９名）





	　１番
	安見福寿君
	１６番
	仲本安一君


	　２番
	椿秀義君
	１７番
	金城吾郎君


	　３番
	大浜長弘君
	１８番
	大山盛幸君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１９番
	又吉久正君


	　５番
	山川正平君
	２１番
	金城重正君


	　６番
	儀間真祥君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　７番
	瀬長フミ君
	２３番
	喜久山朝重君


	　８番
	黒潮隆君
	２４番
	平良真次郎君


	　９番
	友利栄吉君
	２５番
	高良一君


	１０番
	吉浜朝一君
	２６番
	比嘉佑直君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１２番
	金城庄瑞君
	２８番
	平良亀助君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２９番
	辺野喜英興君


	１４番
	宮良永昌君
	３０番
	渡口麗秀君


	１５番
	久高友敏君







○欠席議員（１名）





	２０番
	赤嶺慎英君
	

	





～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○説明員


	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	市長公室長
	城田清才君


	総務部長
	新里博一君


	財政部長
	当間重美君


	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	建設部長
	花城直政君


	土木部長
	金城秀仁君


	水道部長
	玉城定仁君


	消防本部長
	宮平栄治君


	秘書課長
	大浜用陽君


	主計課長
	平山登君


	建設庶務課長
	宣野座朝恭君


	住宅課長
	佐久本政裕君


	建築課長
	浦崎安昭君


	都市計画課長
	嘉手納是敏君


	土木課長
	具志堅友信君


	道路管理課長
	渡慶次道典君


	商工観光課長
	小橋川秀義君


	総務課長
	武村盛秀君









○事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	議事課長
	新垣襄二君


	記録係長
	山城正信君


	記録係
	徳村政保君









１９６７年第９２回那覇市議会臨時会議事日程第１号

１９６７年５月２５日（木）午前１０時開議







第　１　　会議録署名議員の指名について







第　２　　会期を定めることについて







第　３　　牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて

（市長提出議案第４０号）




第　４　　公営住宅建設用地購入債を起こすことについて

（市長提出議案第４１号）




第　５　　１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算

（市長提出議案第４２号）




第　６　　道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについて

（市長提出議案第４３号）




第　７　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第４４号）




第　８　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第４５号）




第　９　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第４６号）




第１０　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第４７号）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○会議に付した事件

議事日程と同じ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○議長（高良　一君）

　これより、本日をもつて招集された１９６７年５月の第９２回那覇市議会臨時会を開会いたします。




　これより、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配布してある議事日程第１号のとおりであります。

諸般の報告をいたします。５月２２日付、那総総第３，８５１号「議案の送付について」及び那総総第３，８９０号「議案の説明者について」市長から文書が送付されておりました。

　議案並びに議案の説明書写しは、お手元に配布してあります。

４月２６日付、那監第１２号「出納検査の結果について」那覇市監査委員中山興忠他２名から、１９６７年度３月分の例月出納検査の結果報告書が提出されておりました。写しは、お手元に配布してあります。

４月２７日付、秋田県男鹿市議会議長小坂正治郎、５月６日付、玉名市議会議長中山新次郎から「沖縄の祖国復帰に関する決議について」決議した旨、文書が送付されておりましたので、報告いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○議長（高良　一君）

　日程第１「会議録署名議員の指名について」を議題にいたします。

本日の会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により議長において又吉久正君、大山盛幸君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第２、「会期を定めることについて」を議題にいたします。

第９２回議会の会期日程につきましては、去る２３日の議会運営委員会に諮り、了承の上、その案をお手元に配付してあります。お諮りいたします。会期は、お手元の案のとおり、５月２５日から２日間と定めることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　御異議ないものと認めます。よつて、会期は、５月２５日から２６日までの２日間と定めることに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第３、「牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて」市長提出議案第４０号を議題として当局の説明を願います。






○財政部長（当間　重美君）

　議案第４０号牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて御説明申し上げます。牧志公設市場の建設につきましては、用地購入および設計調査等を１９６７年度で完了いたしましたので、１９６８年度には建設事業に着手するよう準備を進めております。建設工事は、鉄筋コンクリート建て、地下２階、地上２階、延べ面積５，２３４平方メートルで、工事費７５０，０００ドルとする計画で、工事費は全額琉球政府資金運用部から借入れる考えであります。つきましては、さきに用地購入費に充当するため、琉球銀行から借入期間５か年、利率年７．３パーセントで借入れました市債について、借入期間の延長と利率の引き下げをはかり、財政計画の収支の均衡をとるため、建築工事資金と同様、借入期間１５か年、利率年６．５パーセントの資金運用部資金に借り換えるため、本案を提出した次第であります。この用地借換債の償還財源は市場完成後の使用料収入を充当する考えでありますが、完成後の財政計画につきましては、議案に添付してあります参考資料で説明されておりますとおり、使用料を月額１平方メートルにあたり、４ドル７３セントとした場合、年間収入見込１７１，２３５ドルで支出は今回の用地借換債および建設債の元利償還金と管理および維持修繕費等で１７１，０８４ドルの見込みで独立採算とする計画であります。よろしく御審議願います。







○議長（高良　一君）

　ただいまの当局の説明に対し質疑に入ります。






○黒潮　隆君

　委員会に付託して委員会でこの点をお尋ねしたいというふうに考えていたわけでございます。と申しますのは結論が出るのはあしたなんでございます。きようどうしても即決しなければならないという理由はないんじやないかと思います。それで十分本会議では審議ができないというふうに考えますが、去つた議会でも資金運用部から市が借りるという議案が出たというふうに考えますが、琉球政府資金運用部の性格、あるいはその貸付条件、あるいは資金の内容、あるいは貸付けを市町村自治体だけに限つているかどうか、そういつたことをしりたかつたわけでございます。この運用部資金法という法律が去年できたということを聞いておりますが、できたらその法律の抜すい、資料などを議員に配つていただきたいと思います。なぜかと申しますと、今度予定されている市場建設債でありますが、これを起す場合に琉球政府の資金運用部から借りるというふうになると思います。そして利率についてはなるほど琉球銀行よりも安く、低いわけでございます。ところが話しを聞くと失業保険の黒字そういつたものも資金の中に含まれている。その他、いろいろあると思いますが、そういつた点から考える場合、もつと利息を低くしてもいいんじやないかというふうに考えます。ところが法によつて税率が規制されていると思います。それで急にできないにしても自治体がその内容を知ることによつて今後利息を５パーセント、あるいは４パーセントというふうな要求ができるかどうか。私たちはその内容を知らないためにそういうことができるかどうかわからないわけでございます。そういつた点を委員会で質疑してもいいんですが今、議長が質疑をしないで即決したらどうかということでありますので、そういつた点を当局が知る範囲でいいから説明していただきたいと思います。




○議長（高良　一君）

　休憩します。

	（午前１０時１３分　休憩）

	（午前１０時１４分　再開）







○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。






○議長（高良　一君）

　質疑を終結し議案第４０号、牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについてはその審査を総務委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇議長（高良　一君）

　日程第４、議案第４１号公営住宅建設用地購入債を起こすことについてを議題として当局の説明を求めます。






○財政部長（当間　重美君）

　議案第４１号　公営住宅建設用地購入債を起こすことについて御説明申し上げます。公営住宅の建設につきましては、大規模な団地となり相当の用地面積を必要としますので、各年度において建設戸数分だけの用地を順次購入していく方法は地価の値上りを招き、次の用地確保が困難となりますので、あるていど、まとまつた用地を一括して購入する必要があると考えます。これまで、琉球銀行からの融資で、小禄宇栄原団地を一括購入いたしましたがこの用地も１９６７年度分公営住宅で建設を完了しますので、１９６８年度分公営住宅建設用地を新らたに確保しなければならない状況にありますので宇栄原用地と同様な方法で用地を一括して購入し、建設は各年度において建設していく計画で６６，０００平方メートルの用地を購入する計画で、これの購入費６６０，０００ドルについて資金運用部資金を借り入れるため本案を提出いたしました。購入する用地６６，０００平方メートルに、第１種４８０戸、第２種２４０戸の公営住宅を建設する計画でありまして、これに要する面積が４９，４４０平方メートルで残りの１６，５６０平方メートルは道路および共同施設に使用する計画であります。この起債の償還財源としては、実際に公営住宅を建設する年度において用地取得補助金がありますので、これを充当することが考えられますが、とりあえず一般財源をもつて償還する計画であります。よろしく御審議願います。




○議長（高良　一君）

　ただいまの当局説明に対し質疑に入ります。






○儀間　慎祥君

　本員は建設委員会で実際にこの問題にタツチしませんので今、お尋ねいたします。この公営住宅建設用地購入債を起こすことについて、どこを買うんだという場所はないわけでございますか。地域や場所々々によつて購入する価格も変わつてまいります。そういう意味におきましてどの辺を買うかということを一応指定しておくべきだと思いますが。一応場所を指定してこそ金額もきまると思いますが。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えいたします。今年度で２万坪の公営住宅の用地を買うわけでございますが、これは交渉中でございまして、どこというふうに申し上げますというとこの土地が購入しにくくなりますので場所の問題は伏せておきたいと思います。今年度内に取得の議案を出しますので、そのときにはつきりしますのでそれまでは伏せておきたいと思います。




○儀間　慎祥君

　場所がどの辺だということになりますと購入しにくくなるということでありますが、場所をどこといつたら購入が難しくなつたというふうな具体的な事実があつたわけでございますか。これがあつたら説明願います。




○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。場所をどこというふうにしますとその辺の地価が必らず上がるわけでございます。だから申し上げたくないわけでございます。久場川のときも問題を起しましたので、そういつたときは土地の仮契約をしてから発表したほうがいいと考えております。






○黒潮　隆君

　部長の説明ですと場所が事前にわかつてしまうと地価が上がるということですが、本員もそういつたこともあるということは認めたいと思います。ところでただ問題になるのは、たとえば２万坪の土地を坪あたり３３ドルの６６万ドルで買うということはわかります。しかしその場合どこの土地が３３ドルするのかこの議案では見当もつけられないわけでございます。先ほど６番議員がいつたように借り入れ金額をこれだけにすると決定した場合に議員としては非常に算定がしにくくなります。今まで那覇市が土地を購入したときにはほとんど土地あつせん業、あるいはブローカーの手に渡つてから市が買い取つたわけであります。これは前の議会でも新垣助役が答弁しておられました。これは場所を伏せて識名霊園用地を買い取つたときと記憶しております。場所を伏せて、話し合いがついて、購入するという段階で議会において発表したほうがいいということもあつたわけでございます。実際問題としてコンポスト工場を作る場合にも地主から買つたというよりは、やはりあつせん業者が買いとつて那覇市が買い取る場合は中間搾取といいますか高くついております。それで今度の場合もそういう手を経て市は買い取ろうとしているのか。あるいは直接地主から買い取るような話し合いをしているのか。またその見通しがついているのか。ここで伏せておいたほうがいいとおつしやつておりますが、すでにそういう人たちに知られていると思いますが、直接買い取ろうとしているのか、あるいは業者の手を経て買い取ろうとしているのかそこまで答弁していただきたいと思います。






〇建設部長（花城　直政君）

　お答えします。こういう方法も今のところ伏せたいと思います。それをいいますと、どういうところでどういう動きがあるということもあると思いますので、これも伏せたいと思います。






〇又吉　久正君

　公営住宅建設用地を購入するということは非常にけつこうでございます。しかし、坪当り３３ドルという土地は平地であるのか、丘であるのか、山であるのか、また整地の費用はいくらであるのか、また整地費を入れてはじめて地価が出てきますが２万坪を購入するにあたつて整地費用はいくらするのか。






〇建設部長（花城　直政君）

　お答えします。そういうことも申し上げますというと大体どの辺だということがおわかりになると思いますので伏せたいと思います。（笑声）




〇又吉　久正君

　それはわかりませんよ。




〇建設部長（花城　直政君）

　大体那覇市で公営住宅を作るようなところは市街地にはありません。やはり郊外であります。そうすればやはり小禄と同じようなところだと考えていいと思います。




〇又吉　久正君

　整地費用はどの程度かかるか。




〇建設部長（花城　直政君）

　これは実際に購入して工事設計の段階になつてはつきりしますのでそのとき申し上げたいと思います。

（「進行」「委員会付託」というものあり）




〇又吉　久正君

　この議案は難しいな。






〇議長（高良　一君）

　質疑を終結し、議案第４１号　公営住宅建設用地購入債を起こすことについてはその審査を総務委員会に付託いたします。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〇議長（高良　一君）

　日程第５、議案第４２号　１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算を議題として当局の説明を求めます。






〇財務部長（当間　重美君）

　議案第４２号、１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算について御説明申し上げます。今回の追加更正予算は、さきに説明申し上げました、市場用地購入借換債と、公営住宅用地購入債の起債議案に伴う予算措置とさらに政府補助事業の継続費設定に伴う予算であります。まづ継続費設定に伴うものとして、新規の政府補助による事業の１９６７年度分の支出額で

小禄田原地内道路改良工事　　　　　１，３２４ドル

辻、若狭海岸線緑地整備工事　　　　４，０００ドル

計５，３２４ドルの追加と、さらに現在の予算に事業費全額が計上されている分で継続費設定に従い、１９６８年度の支出額となる分の減額として、

むつみ橋、美栄橋間道路舗装工事　４７，８２５ドル

与儀公園工事　　　　　　　　　　１９，５６９ドル

計６７，３９４ドルの減額と、新規補助事業の対応費に充当するため、一般土木事業と不良住宅街道路工事の落札差額１１，０６３ドルが予算減額となつております。それに起債議案に伴うものとして、公営住宅用地購入費６６０，０００ドル、牧志公設市場用地購入資金として琉球銀行から借入れた市債の償還金３５３，２７０ドルの追加で、今回の追加更正予算額は９４０，１３７ドルの追加となつております。これに対する財源は、継続費設定に伴い、１９６８年度の収入となる政府補助金７３，１３３ドルの減額と、起債議案に伴う市債収入１，０１３，２７０ドルの追加で差引き９４０，１３７ドルの追加となつております。よろしく御審議願います。




〇議長（高良　一君）

　ただいまの当局説明に対し質疑に入ります。






〇瀬長　フミ君

　歳入の面で、むつみ橋、美栄橋間道路舗装工事４９，０００ドル、与儀公園工事２４，１３３ドルとそれから３頁歳出の面におきまして、むつみ橋、美栄橋間道路舗装工事が４７，８２５ドル、それから与儀公園が１９，５６９ドルとなつておりその差額が出ておりますが、どういうふうにしてその差額が出ているか。政府補助金が４９，０００ドル削られて、そして歳出の面ではそれが少なくなつてるわけでございます。






〇財政部長（当間　重美君）

　お答えいたします。まず、美栄橋、むつみ橋間道路舗装工事の歳出４９，０００ドルの件でございますが、これは現年度予算に政府補助金４９，７００ドル組まれてございますが、そのうち２５，５６７ドルは３月の定例議会で更正いたしまして、残額２４，１３３ドルになりますが、それを今議会で議決をお諮りするわけで、その合計、現年度の政府補助金金額４９，７００ドルは本年で減額となりまして来年度に補助金として新しくくると、こういうことでございます。それの歳出分でございますが６７年度で５３，９７７ドル組んでございますが、その分を継続費にするために６，１５２ドルを現年度で執行できるものといたしまして、その残額を６８年度に継続費とするということで、差引計算は５３，９７７ドルから継続費の一年分６，１５２ドルを差し引きまして、４７，８２５ドルの減になるわけでございます。次、与儀公園の歳入歳出の説明でございますが、政府補助金額４９，７００ドルのうち２５，５６７ドルを３月に更正いたしまして、その残額２４，１３３ドルを本会議で更正をおはかりするものであります。その歳出面は、現年度で組みました工事額が６２，１２５ドルになつておりまして、そのうち３１，９５８ドルは３月の定例議会で更正の議決をいただきまして、その残額３１，０６７ドルとなつておりますが、そのうち継続費の第１年分に１０，５９８ドルを充当いたしますので、その差額が１９，５６９ドルとなりまして、その分を現年から差引くとそういうことになるわけであります。以上でございます。




〇瀬長　フミ君

　与儀公園の補助金が打ち切られたというふうになつておりますが、与儀公園に公会堂ができるというふうに聞いておりますが、最近新聞紙上で見ましたら、政府が何かつくつて公会堂ができないというふうなことから、この補助金が打ち切られたということですか。




〇財政部長（当間　重美君）

　お答えいたします。そのようなことは聞いておりません。






〇議長（高良　一君）

　質疑終結します。日程第５、議案第４２号　１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算については、その審査を総務委員会に付託いたします。なお、歳出第４款土木費、第６款社会及び労働施設費は建設委員会にその審査をお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇議長（高良　一君）

　日程第６、議案第４３号、道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについてを議題として説明を求めます。






〇財政部長（当間　重美君）

　議案第４３号　道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについて、御説明申し上げます。本案は政府補助事業でありますが、現在の予算に計上されてない新しい事業として

小禄田原地内道路改良工事　　　　　　　　　６，６２０ドル

与儀公園工事のうち外柵および道路工事　　３０，９６０ドル

辻、若狭海岸線緑地整備工事　　　　　　　４０，０００ドル

現在の予算に計上されている事業の

むつみ橋、美栄橋間道路舗装工事　　　　　６１，５２０ドル

与儀公園排水工事　　　　　　　　　　　　３０，１６７ドル

合計１６９，２６７ドルの事業総額でありますが、これらの事業は政府の補助条件で１９６７年度で債務負担行為を起こさなければならないので、１９６７年度から１９６８年度の２か年にまたがる工事となりますので継続費として事業を執行するため、本案を提出いたしました。よろしく御審議のほどを御願い申し上げます。




〇議長（高良　一君）

　ただいまの説明に対し質疑に入ります。

（「委員会付託」という者あり）



〇議長（高良　一君）

　質疑なしと認め本案はその審査を総務委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






〇議長（高良　一君）

　日程第７から１０までは関連しておりますので一括上程いたします。日程第７、議案第４４号工事請負契約を結ぶことについて、日程第８、議案第４５号工事請負契約を結ぶことについて、日程第９、議案第４６号工事請負契約を結ぶことについて、日程第１０、議案第４７号工事請負契約を結ぶことについて一括して議題といたします。当局の説明を求めます。




〇建設部長（花城　直正君）

　御説明申し上げます前に一部訂正がございますので、よろしくお願いいたします。各議案とも契約案の１５条の後段「この場合において契約保証金は甲に帰属する。」とうたつておりますが、この文は全部削除していただきたいと思います。議案第４４号から第４７号まで関連しますので一括して御説明いたします。１９６７年度の公営住宅建設計画に基づき、当初第１種が、１５２戸、第２種が１４４戸で計２９６戸を建設する計画でありましたが、１９６６年１０月４日に琉球政府からの配分戸数の決定通知により、第１種が１６８戸、第２種が１０４戸で計２７２戸に変更になりました。１９６６年１２月２ヶ年継続事業として議会の議決を得て、久場川団地内に第１種、１２坪型の１４４戸、宇栄原団地内に第１種１２坪型の２４戸、第２種１０坪型の１０４戸計１２８戸で合計２７２戸の建設施行準備を進めていましたところ、日本政府援助については、１９６７年２月２８日と３月８日に、米国政府援助および琉球政府補助については、１９６７年３月６日と３月３１日に補助金交付の指令を受けたのであります。工事施行者の指名については、政府と事前に協議決定するよう補助指令に条件が付されているので入札前に政府と協議した結果、政府の建設業者工事施行能力等級のＡ、Ｂ級のうちから現在までの工事実績等を勘案して選定しました。宇栄原の建設用地は１９６６年度に整地工事が完成しておりますので、宇栄原の１２８戸については１９６７年４月１０日指名業者１３社で指名入札に付したのでありますが、落札者がなく再入札に付したが入札者がなかつたので一応入札を打切りました。その後種々検討して工事施行者を変えて指名入札に付するため政府と協議し、Ｃ級のうちから１１社を選定して、去る４月２０日指名入札に付したのでありますが、落札者がなく再入札に付したが全員辞退しました。久場川は整地工事が一部完成しましたので、１工区および２工区の７２戸について、去る４月２０日指名業者Ａ，Ｂ級の１３社の指名入札に付したのでありますが落札者がなく、再入札に付したが落札者がなかつたので一応入札を打ち切りました。その後最低入札者と調整するため見積書を提出するよう要請し、去る４月２５日に３業者から見積書の提出がありましたが、予定価格と相当の差額があり、協議の余地なしとして交渉しなかつたのであります。久場川、宇栄原ともに再入札に付しても落札者がなく、急施を要する事業であり、年度内に契約しなければ補助金交付指令の取消しということになり、那覇市にとつて不利になるので、種々検討した結果２７２戸の１１棟を一括して随意契約の方針を決定し、去る４月２９日南洋土建に申し入れ、５月２日南洋土建と関係部課と協議し、５月１０日、１１日琉球政府と協議、５月１２日民政府、琉球政府と協議して承認を得ましたので、５月１３日に南洋土建と最終の協議をした結果、予定価格の範囲内で施行することに同意したので、去る５月１９日に仮契約を締結したのであります。今回施行する戸数は久場川１４４戸の６棟のうち第１工区および第２工区は日本政府援助の第１種１２坪型の７２戸の３棟、第３工区および第４工区は米国政府援助の第１種１２坪型の７２戸の３棟でうち８戸は琉球政府補助であります。宇栄原１２８戸の５棟のうち、１工区は日本政府援助の第１種１２坪型の２４戸の１棟、第２種１０坪型の２４戸の１棟で、うち２戸は琉球政府補助で計４８戸の２棟、２工区および３工区は米国政府援助の第２種１０坪型の８０戸の３棟であります。よろしく御審議くださいますようお願いします。




〇議長（高良　一君）

　ただいまの説明に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」「委員会付託」という者あり）






〇議長（高良　一君）

　質疑なしと認め４４号、４５号、４６号、４７号の各議案について、その審議を建設委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇議長（高良　一君）

　以上をもちまして本日の日程は全部修了いたしましたので散会いたします。明２６日午前１０時開議いたします。



（午前１０時４６分散会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　上会議録を調整し署名する。

１９６７年５月２５日




議長　　　　　高良一　　㊞

署名議員　　　大山盛幸　㊞

署名議員　　　又吉久正　㊞
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１９６７年第９２回那覇市議会臨時会議事日程第２号

１９９７年５月２６日（金）午前１０時会議




第　１　　会議録署名議員の指名について




第　２　　議案第４０号　牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて

（総務委員長審査報告）




第　３　　議案第４１号　公営住宅建設用地購入債を起こすことについて

（　　　　〃　　　　）




第　４　　議案第４３号　道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについて

（　　　　〃　　　　）




第　５　　議案第４４号　工事請負契約を結ぶことについて

（建設委員長審査報告）




第　６　　議案第４５号　工事請負契約を結ぶことについて

（　　　　〃　　　　）




第　７　　議案第４６号　工事請負契約を結ぶことについて

（　　　　〃　　　　）




第　８　　議案第４７号　工事請負契約を結ぶことについて

（　　　　〃　　　　）




第　９　　議案第４２号　１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算

（総務委員長審査報告）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






〇会議に付した事件




　議事日程と同じ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








〇議長（高良　一君）

　これより、本日の会議を開きます。本日の日程はお手元に配付してある議事日程第２号のとおりであります。諸般の報告をいたします。

　５月２５日付、総務委員長、建設委員長から会議規則第７３条の規定による「委員会審査報告書」が提出されておりました。

　写しは、それぞれお手元に配付してあります。

　５月２４日付、那総総第３，９５８号「採択になつた請願陳情の処理経過および結果について」那覇市長職務代理者那覇市第一助役から報告書が送付されておりますので、お手元に配付してあります。

　５月２５日美里村役所で開催された第１９回沖繩市町村議会議長会定期総会において、議員比嘉佑直君が自治功労者として表彰状を授与されましたので、議長において表彰の伝達を行います。休憩いたします。

	（表彰状伝達）　　　　　　　
	（午前１０時４分　休憩）

	（午前１０時５分　再開）







〇議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。






〇議長（高良　一君）

　日程第１、「会議録署名議員の指名について」を議題にいたします。本日の会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により、議長において、金城吾郎君、赤嶺慎英君を指名いたします。




〇議長（高良　一君）

　日程第２、議案第４０号「牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて」を議題として総務委員会の審査報告を求めます。






〇総務委員長（赤嶺　慎英君）

　議案第４０号、「牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて」審査の結果を報告いたします。

本案は、さきに用地購入費に充当するため琉球銀行から借入期間５ヵ年、利率年７．３パーセントで借入れました市債について、借入期間の延長と利率の引下げをはかり、財政計画の収支のバランスをとるため、建築工事資金と同様、借入期間１５ヵ年、利率年６．５パーセントの資金運用部資金に借り換えするため提案されております。なお、この借り換えにより初年度においては５７，０００ドル程度の差がでることになります。この差額により、当初使用料を一平方メートル当り６ドル想定していたが、４ドル７３セントに改めても収支のバランスがとれるということであります。次に質疑の主なるものを申しあげますと、△琉球政府資金運用部の資金源並びに金融貸付の対象についてただしたところ、まず、資金源は郵便貯金１８０万ドル、社会保険の失業保険、労災保険、公務員退職年金、医療保険の７５０万ドル等がその主なものであり、同資金運用部としては１，４７７万ドル確保する計画を進めているということであります。また貸付の対象については、電々公社、土地住宅公社、大衆金融公庫、農林漁業中央金庫、市町村等の公営企業を主体としており、個人を対象としては融資を行なつていないということであります。

委員会は、以上の当局説明を了承し、本案は賛成多数で原案どおり可決すべきものと決定いたしました。よろしく各位の御賛同をお願いします。




〇議長（高良　一君）

　ただいまの委員会報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」という者あり）




〇議長（高良　一君）

　質疑なしと認め討論に入ります。






〇黒潮　隆君

　討論を申し上げたいと思います。ただいまの委員長報告では全会一致で可決すべきものと決定したという報告がありましたが、私たちは総務委員会でこの議案に賛成か反対かの結論を出すに至つてないので、本会議で賛成か反対かについて意見を述べるということをはつきりさせてきたわけであります。したがつて、委員会で保留しておりました意見を本会議場で申し述べたいと思います。結論から申し上げますと議案第４０号に反対ということであります。理由を申し上げますと、この議案そのものにはそう問題はないというふうに考えます。と申し上げますのは利率が引き下げられているということ。しかし、私たちが反対する理由は牧志公設市場の改築に関連しているということであります。これまでにも下水道の問題について議案の出るたびに反対して来たと同じような理由でこの公設市場建設に反対するものであります。と申し上げますのは大多数の業者が現在の市場敷地に市場を改築すべきだというふうな理由をあげているからであります。そして、現在市が購入して改築を予定している敷地、つまり又吉さんから購入した敷地でございますが、これを売り払つて琉球銀行に返済すべきである。したがつて、借り換える必要はないということで、そういう立場から反対の理由を述べて４０号議案に反対いたします。






〇喜舎場　盛一君

　４０号議案に対しまして賛成の討論を行います。先ほど８番議員から反対の理由が述べられ４０号議案に対しましては恰も反対でないというような印象をうけたのでございます。これは理由といたしましてはもちろんそうでございますけれども琉球銀行から借りた金を政府の資金運用部資金から借りた場合に、委員長報告にもございましたけれども当初の年度におきまして５万８００ドルという金が剰余になつてくる、その剰余でもつて当初市当局が計画しておりました一般財源から１万ドル余りの市場建設費用にしわよせをするということもなくなりまして、さらに１平方メートル当り６ドルの家賃でございましたけれどもこれが４ドル７０セント程度に低くなるというような利点がやつてくるわけでございます。そういつた面を考えますとやはりわれわれ那覇市民が大いに物価の問題あるいはそういつた問題から還元されるんだという考えをもつておるわけでございます。よつて本４０号議案に対しましては全面的に賛意を表するものでございます。皆さんの御協力をお願いいたします。（「進行」という者あり）




〇議長（高良　一君）

　休憩します。

	（午前１０時１４分　休憩）

	（午前１０時１６分　再開）







〇議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




〇総務委員長（赤嶺　慎英君）

　ただいま休憩中に御意見がありましたが、本員は都合によつて本委員会に出席しておりませんでしたので全会一致というふうに報告申し上げましたけれども、事務局ならびに副委員長に審査の内容をお尋ねいたしましたところ賛成多数で採決されたというふうになつていますので、委員長報告に全会一致原案どおり可決すべきものと決定いたしましたという後段の文章、全会一致というところを賛成多数に訂正いたしまして御報告にかえます。

（「進行」という者あり）




〇議長（高良　一君）

　討論を終結し採決に入ります。議案第４０号、牧志公設市場用地購入借換債を起こすことについて委員長報告どおり可決することに御賛同の方の御起立を求めます。






〇議長（高良　一君）

　賛成多数であります。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇議長（高良　一君）

　日程第３、議案第４１号　公営住宅建設用地購入債を起こすことについて議題として総務委員会の審査報告を求めます。






〇総務委員長（赤嶺　慎英君）

　議案第４１号「公営住宅建設用地購入債を起こすことについて」審査の結果を報告いたします。本案に対する当局の説明によると、これまで琉球銀行からの融資で、小禄宇栄原団地の用地を一括購入していたが、この用地も、１９６７年度分公営住宅で建設を完了しますので、１９６８年度分公営住宅建設用地を新たに確保しなければならない状況にあり、宇栄原用地と同様な方法で、用地を一括して購入し、建設は各年度において建設していく計画で６６，０００平方メートルの用地を購入する計画であります。これの購入費６６０，０００ドルについては資金運用部より借入れ充当するため、提案されております。次に質疑の主なるものを申し上げますと、

△用地取得方法として、土地斡旋業者を介し取得する方法として市自体で直接求める方法の二通りあると考えられるが、今回、市はどのような方法をとるかとただしましたところ、当局の見解は、用地の取得方法に当つては売手うんぬんというよりも、その土地の評価が適正か否かをみるべきである。という説明であります。また、小禄宇栄原団地の用地を取得する際に当時坪当たり８ドル程度で求められた該地一帯の道路用地を取得しなかつたために、現在道路を拡張しようとする段階で坪当たり１００余ドルに値上がりして道路拡張を困難ならしめている実情にあるが、当局は今回の用地取得に当たつてはこの種の道路用地を考慮に入れているかどうかとただした。これに対し当局としても、この点重々検討し計画に入つているということであります。委員会は、以上の当局説明を了承し、本案は全会一致原案どおり可決すべきものと決定いたしました。よろしく各位の御賛同をお願いします。




〇議長（高良　一君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑討論なし」というものあり）




〇議長（高良　一君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。本案についてはただいまの委員長報告どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」というもあり）






〇議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇議長（高良　一君）

　日程第４、議案第４３号　道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについてを議題として総務委員会の審査報告を求めます。






〇総務委員長（赤嶺　慎英君）

　議案第４３号「道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについて」審査の結果を報告いたします。

　本案は、政府補助事業でありますが、現在の予算に計上されてない新しい事業として

△小禄田原地内道路改良工事　　　　　　　　６，６２０ドル

△与儀公園工事のうち外柵および道路工事　３０，９６０ドル

△辻、若狭海岸線緑地整備　　　　　　　　４０，０００ドル

現在の予算に計上されている事業の

△むつみ橋、美栄橋間道路舗装工事　　　　６１，５２０ドル

△与儀公園排水工事　　　　　　　　　　　３０，１６７ドル

合計１６９．２６７ドルの事業総額でありますが、これらの事業は政府の補助条件で１９６７年度で債務負担行為を起こさなければならない。したがつて、本事業は１９６７年度から１９６８年度の２ヵ年にまたがる工事となりますので、継続費として事業執行するため提案されております。これに対し、委員会は若干の質疑を交わし、全会一致原案どおり可決すべきものと決定いたしました。よろしく各位の御賛同をお願いします。




〇議長（高良　一君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。






〇金城　吾郎君

　委員会報告で全会一致ということなんですか、辻、若狭海岸の場合に１９６７年から６８年にかけて継続費とするということでございますが、これは今回初めて追加予算で出ています。現在、６８年度で支出すべき３６，０００ドルというのは計上されてないわけでございます。そういつた計上されてない予算について継続費とするという問題について何か委員会で審議されなかたのか。と申しますのは４款の土木費の４９，２１６ドル、これは１９６７年度４９，０００ドルの予算が組まれております。２１６ドルは６８年度において正式に計上するという政府の証言をもらつているということでございますが、この辻、若狭海岸の緑地整備工事の３６，０００ドル、政府補助金３２，０００ドルについてはそういう証言がなされているのか。６７年度において計上されてない予算を継続費とすることが妥当であるかどうかということについて委員会で論議されたかこれをお伺いいたします。






〇総務委員長（赤嶺　慎英君）

　お答えいたします。委員会においてもほぼそれと同じような質疑が交わされております。と申し上げますのは議案第２頁ですが４款、６款と二つありますが、新しく政府から補助を受けるというものは４款２目の道路新設改良費小禄田原地内の道路工事と、さらに６款の辻、若狭の緑地帯工事整備費が今度、補助が出るわけでございます。おつしやるとおり従来予算の中には含まれておりません。それで報告にもありましたとおりどうしても負担行為をしなければならないので、新しく補助を受けたが今度できないのでそれを継続費とするということであります。




〇金城　吾郎君

　本員が質問をしておりますのは既設予算に計上されてない分についての継続費設定が妥当であるかどうかということについて質疑がなされたかということでございます。




〇総務委員長（赤嶺　慎英君）

　１７番議員の質問は本委員会において、予算の計上の方法が妥当であるかどうかということについて審査されたかということでございますが、本委員会においては審査されていませんので当局から説明をさせることにいたします。






〇主計課長（平山　登君）

　お答えいたします。御質問にもございましたように、この辻、若狭海岸線緑地整備工事につきましては６７年度の予算には計上されてないわけでございます。したがいまして、予算措置がされてないから継続費というような予算に変わるべき何らかの議決がなければ予算の執行というものができないわけでございます。そういうことで別に６７年度の予算に計上されてなくても継続費とすることは違法でもなければ、むしろこれは、こういつた手続きが正当な手続きと解釈しております。




〇金城　吾郎君

　今の主計課長の説明は予算外義務負担行為の措置とみていいですか。




〇主計課長（平山　登君）

　予算外義務負担はこういう継続費を設定することによつて負担行為ができるということでございまして、この次の段階においてそういう予算外義務負担なり、業者との契約を結ぶということが、この議決を得ることによつてできるということでございます。




〇議長（高良　一君）

　質疑を終結し討論に入ります。（「討論なし」というものあり）




〇議長（高良　一君）

　討論を省略して採決に入ります。議案第４３号　道路改良事業費、都市計画事業費および公園建設事業費を継続費とすることについて委員長報告どおり可決することに御賛成の方の御起立を求めます。






〇議長（高良　一君）

　全会一致であります。よつて本案については委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇議長（高良　一君）

　日程第５から８までは関連しておりますので一括上程します。日程第５、議案第４４号　工事請負契約を結ぶことについて、日程第６、議案第４５号　工事請負契約を結ぶことについて、日程第７、議案第４６号　工事請負契約を結ぶことについて、日程第８、議案第４７号　工事請負契約を結ぶことについて一括して議題といたします。建設委員会の審査報告を求めます。






〇建設委員長（比嘉　佑直君）

議案第４４号　工事請負契約を結ぶことについて

議案第４５号　工事請負契約を結ぶことについて

議案第４６号　工事請負契約を結ぶことについて

議案第４７号　工事請負契約を結ぶことについて

　以上４件については、関連いたしますので一括して本委員会の審査結果を御報告いたします。

　本件については、直ちに質疑に入り、活発なる論議がかわされたのでありますが、その主なるものを申し上げますと、一つ、入札額の結果並びに各工区毎の政府補助金について伺いたい。これについては各業者の入札額の説明がなされるとともに、各議案について総体的に各工区の説明がなされ

久場川第１工区について

市の予定価格　　　　７３，５００ドル

最低入札額　　　　　７９，０００ドル

予定価格との差額　　　５，５００ドル

久場川第２工区について

市の予定価格　　　１４２，６１２ドル

最低入札額　　　　１５０，９００ドル

予定価格との差額　　　８，２８８ドル

久場川第３、第４工区については、整地中のため入札に付さなかつた。

宇栄原第１工区については

市の予定価格　　　１３３，８９９ドル

最低入札額　　　　１４０，０００ドル

予定価格との差額　　　６，１０１ドル

宇栄原第２工区については

市の予定価格　　　１２５，０２５ドル

最低入札額　　　　１３１，０００ドル

予定価格との差額　　　５，９７５ドル

宇栄原第３工区については

市の予定価格　　　　８４，５９０ドル

最低入札額　　　　　９０，０００ドル

予定価格との差額　　　５，４１０ドル

となつており、政府補助金については、久場川第１、第２工区合わせて、９０，０００ドルで、市負担金が１２６，１１８ドル、久場川第３、第４工区合わせて、９０，０００ドルで、市負担金１２４，０７５ドル、宇栄原第１工区、６３，６００ドルで、市負担金７０，２９９ドル、宇栄原第２、第３工区合わせて１１２，０００ドルで、市負担金９７，６１５ドルとなつており、補助金総計３５５，６００ドル、市負担金総計４１８，１０７ドルとなつている。

　次に、第１種、第２種公営住宅補助金の１戸当たりの標準建設費は、第１種２，５００ドル、第２種２，１００ドルであるが、実際の費用は、第１種３，００７ドル、第２種２，６１６ドルとなつており、公営住宅建設工事のたびごとに好ましくない、随意契約で施行されているために、工事が粗漏になるおそれがあると思うが、これに対する当局の今後の方針いかんということに対し、当局の説明は、業者が実際に落札できるような設計にもつていきたい。そのためには、次年度から、政府に標準建設単価を現在の２，５００ドルを２，８００ドルに引き上げてもらうよう極力交渉したいとのことであります。

　以上の当局の説明を了承し、議案第４４号、議案第４５号、議案第４６号、議案第４７号については、それぞれ、全会一致同意すべきものと決定いたしましたので、よろしく各位のご賛同を得たいのであります。




○議長（高良　一君）

　ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。






○仲本　安一君

　議案第４４号から４７号は関連しますが、１点だけ提案理由の説明では競争入札に付したけれども落札者がなかつたので随意契約にしたということですが、この競争入札の場合に落札者がなかつたということは、その入札したときに最も予算に近い額といいますが、最低額とこの随意契約によつて結んだ額とのその差額はどの程度になつているかということについて審議されていたら御説明を願いたいと思います。






○建設委員長（比嘉　佑直君）

　第１工区の場合が再入札した結果７９，０００ドルでありまして、この契約した金額を差し引くと出てきます。市の予定価格が久場川が７３，５００ドル、これの最低が７９，０００ドルですから約５，５００ドルの差額があります。そのほかの工区についてもだいたい５，６千ドルの差であります。




○仲本　安一君

　結局該当者がないんで南洋土建にやつていただくということは非常にけつこうなことだと思います。そこでこの工事について毎年あり得ることなんですが、工期の問題、あるいはまたそういつたような額でありますので、いわゆる工事の過程において手を抜くというようなことがないかどうか、そこら辺を心配するわけですが、これについても審議なさつておればお答え願います。




○建設委員長（比嘉　佑直君）

　お答えいたします。手を抜くという件については、審議されておりません。いわゆる市の予定価格にもつていつて工事ができるかどうかということについてはいろいろ審議されております。それに対して工事者から条件もつけられているし、内部的なものには関係ないが、一応型枠とかというものについては条件をつけて便宜をはかろうということになつております。




○議長（高良　一君）

　質疑を終結し討論に入ります。（「討論なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　討論を省略し採決に入ります。本件はそれぞれ特別議決であります。日程第５、議案第４４号　工事請負契約を結ぶことについてただいまの委員長報告であり同意することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　全員賛成であります。よつて本案については同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第６、議案第４５号　工事請負契約を結ぶことについて、委員長報告どおり同意することに御異議ありませんか。　（「異議なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて本案は同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第７、議案第４６号　工事請負契約を結ぶことについて、委員長報告どおり同意することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて本案は同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第８、議案第４７号　工事請負契約を結ぶことについて、委員長報告どおり同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて本案は同意されましれ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第９、議案第４２号　１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算を議題として総務委員会の審査報告を求めます。






○総務委員長（赤嶺　慎英君）

　議案第４２号「１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算」について審査の結果を報告いたします。

本案は議案第４０号、第４１号、第４３号の各議案に伴う予算として追加更正したものであり、若干の質疑をかわしたのち、建設委員会の審査に係わる歳出４款、６款については原案どおり可決した旨、通知を受けた。

結論として本案は、原案どおり可決すべきものと決定いたしました。よろしく各位の御賛同をお願いします。




○議長（高良　一君）

　ただいまの報告に対し質疑に入ります。

（「質疑討論なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　質疑討論を省略し採決に入ります。日程第９、議案第４２号　１９６７年度那覇市歳入歳出追加更正予算について、ただいまの委員長報告どおり可決することに御異議ありませんか。　（「異議なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　以上をもちまして第９２回臨時会を閉会いたします。






（午前１０時４３分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　上記会議録を調整し署名する。




１９６７年５月２６日




議長　　　　　　高良一　　㊞

署名議員　　　　金城吾郎　㊞

署名議員　　　　赤嶺慎英　㊞
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